
　ベロニカさんはメキシコ系アメリカ人でシアトル出身、
フェンさんは日系中国人で大連出身です。お２人の出会
いは大阪で、観光関係の仕事をしていたフェンさんが、
友だちと一緒に観光で来日していたベロニカをあちらこ
ちら案内してあげたのがきっかけです。そして１年後晴
れて結婚することになり、フェンさんの仕事場が岸和田
市内ということもあって、岸和田に住むようになりまし
た。そして第１子女の子にも「春嘉」ちゃんと日本名を
付けました。

　フェンさんは九州大学に留
学して日本歴史を専攻したと
いう頭脳明晰な方です。日
本語は非常に堪能です。座
右の銘は福沢諭吉が「学問

のすすめ」で書いた有名な一節「天は人の上に人を造ら
ず、人の下に人を造らず」です。生来、人間はすべて
平等であり、貧富・家柄・職業・社会的身分によって
差別されるべきではないという言葉に魅せられ、LINE
トークの自己ＰＲにも使用しています。
　ベロニカさんは子育てに追われ忙しい日々を過ごして
います。フェンさんが休日の日には赤ちゃん用品専門店
やスーパーマーケットへ食品を買いにドライブに出かけ

るのを非常に楽しみしています。近々シアトルと大連から
双方の両親が初孫に会いに岸和田へやって来るそうで、
その受入準備におおわらわですが、大変うれしそうです。
　おふたりのコミュニケーションは、英語、日本語、中
国語、スペイン語というマルチ言語ですが、生活するた
めには、やはり日本語が大切ですので、できるだけ日本
語で話すよう努めています。ベロニカさんは友人も通って
いる和泉市にある日本語サロンで、春嘉ちゃんを連れて
週２回通っていますが、漢字はなかなか覚えられません。
　岸和田での生活は快適です。日差しが強くない時は、
できるだけ春嘉ちゃんを乳母車に乗せて散歩するようにし
ています。岸和田人はとてもフレンドリーで気軽に話しら
れ、何でも親切に教えてくれます。ただ諸々の行政手続き
に四苦八苦していますが、ハンコを押すのが好きです。

　　　　　　　　　　　　　（塩屋　裕）

岸和田に暮らして ...
　かつては外国の街、岸和田も、住めば都となり今は自分が暮らす我が街岸和田。
そんな国際色豊かな ifa-きしわだの心強いサポーターでもある皆さんに、自分史や
岸和田での暮らしについてお話いただいています。

Living in

KISHIWADA
第 28回

第28 回は
ベロニカ  ゴンサレスさん （アメリカ）
フェン ヤマナカさん （中国）

▲ケリー公園からシアトル夜景▲大連　星海広場

■異文化理解講座
　【と　き】　２０１９年５月１２日（日）１３：００～１５：３０
　【ところ】　マドカホール　３Ｆ視聴覚室
　【講師・講題】
　　小笠原 理恵　大阪大学大学院人間科学研究科　助教
　　　　　　　　 ユネスコチェア設立準備委員会事務局
　　～日本の常識、世界の非常識！？～
　　「多文化社会における医療を考えよう」　
　【申　込】　５月７日（土）より先着順に３０名まで事務局
　　　　　　にて受付。詳しくはチラシをご覧下さい。

■English Open Café
　各国のゲストを招き映像を使いプレゼンいただき交流します。
　進行は全て英語で行います。
　　【と　き】　9月以外の第３土曜日１３：３０～１５：３０
　　【ところ】　マドカホール　３F 視聴覚室
　　　　　　　＊申込なしでどなたでも参加いただけます。

内田満弥・大塚 洋・塩屋 裕・西村紀子・三森すみ代
お問い合わせや感想などは事務局まで TEL&FAX （072）457-9694
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■２０１９年度総会
　【と　き】　２０１９年４月２７日（土）１３：３０～１６：００
　【場　所】　浪切ホール　４F　交流ホール
　　Ⅱ部　琴伝流大師範　橋野澄子門下生　『大正琴演奏会』
　　　♪懐かしい曲からポップ♪までお楽しみいただきます
　　　＊詳しくはチラシをご覧の上出欠は同封の葉書でお願いします

■Mixed Roots
　外国にルーツを持つ子どもの生活支援や学習サポートを
　行います。ボランティア及び該当者を募集します。
　　【と　き】　第２・４土曜日１３：３０～１５：３０
　　【ところ】　マドカホール　３F　視聴覚室

■英語クラブ、KIMONOクラブ生随時募集
　自分の意見が言えるのを目的にした「カンガルークラブ」
　　第１・３水曜日　１０：００～１２：００
　初級英語クラブ　　　　第１・３土曜日　１０：００～１２：００
　中級英語クラブ「あすなろ」第２・４土曜日　１０：００～１２：００
　KIMONOクラブ　第２・４土曜日　１３：３０～１５：３０
　　＊クラブ費は、何れも月１，０００円、無料体験の上受講ください
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　２月１７日（日）の本番を控えた１５日（金）
浪切ホールにて，岸和田市姉妹都市の招待
選手・随行員の歓迎交流会が岸和田市国際
親善協会、岸和田市日中友好協会、岸和田
市日韓親善協会共催で催されました。アメリ
カ合衆国 サウスサンフランシスコ市 ユンジュ
ン・キムさん、大韓民国 ソウル特別市永登
浦区 キム・ジニさん、キム・ヒョンジュンさん、
随行員 シン・ウンギョンさん、４名を含め４
６名の参加者でした。
　ビュッフェスタイルの豪華なメニューに舌つ
づみを打ちグラスを傾けながら、選手歓迎交
流会の会場は一気に盛り上がりました。選手
たちは各テーブルを回り、出席者との記念写
真や激励の言葉を受け、それぞれ出走に挑む
固い決意を語ってくれました。「伝統ある KIX
泉州国際マラソンと岸和田市の姉妹都市プロ
グラムに参加することができ、嬉しく楽しみ
に思っています。」、「良い思い出になるように
最善をつくします。」。「ベストコンディション
なので、自己最高記録を出し、来年もぜひ参
加できるように頑張ります。」
　当日は晴れ１０℃と絶好のマラソン日和とな
り、スタート地点の浜寺公園は 6,000 人以
上のランナーで埋まりました。市長をはじめ

岸和田の皆が消防署
岸城分署前で大声援
を贈り、招待選手の
皆さんは次 と々元気よ
く通過して行きまし
た。ゴール間近の橋
はランナーたちにとっ
て厳しいものがありま
すが、走りながら田
尻スカイブリッジからの景色も楽しんだとのこと、
そして無事ゴールしました。全員完走という立派な
結果となったことを心からうれしく思います。
　３選手には今後とも岸和田市姉妹都市の交流ラン
ナーとしてご活躍されることを切望いたします。（関
連記事５頁）　　　　　　　　　　　　（広報部会）

岸和田市国際親善協会

Since 1989

第２６回
ＫＩＸ泉州国際マラソン
選手歓迎交流会 2/15（金）

2019 年

▲写真左から ユンジュン・キムさん
キム・ジニさん
キム・ヒョンジュンさん

18

岸和田市国際親善協会が
作成した防災ハンドブック。
無料で協会事務局にて配布
しています。ご希望の方は
協会事務局
TEL. 072-457-9694
までお問い合わせ下さい。

無料配布中

　２月１７日夕、泉州国際マラソン招待選手のユンジュ
ン・キムさんをホームステイゲストとして迎えました。私
達家族は以前サンフランシスコに住んだことがあり、当
地在住のキムさんとは初対面とは思えないほど話が弾み
ました。
　翌日は、来日前に友人に勧められたという「一蘭」の
ラーメンを是非食べたいという彼の希望で、大阪に出か
けました。昼食時だったこともあり、既に海外からの観
光客の長蛇の列。待つこと約３０分。念願のラーメンを
食べることができ、とても満足したとのこと。その後、
道具屋筋、黒門市場、法善寺、道頓堀等ディープな大阪

を探索。活気に満ち溢れる人々
や街並みにエネルギーを貰った
とのことでした。その晩はキム
さんの好物のお寿司でおもてな
し。ビールを飲みながら日本滞
在での感想を語ってくれました。
日本人の親切心、文化を大切
にする心等。特に、ごみがな
い道路、ホームレスを見かけな
いことなどは彼のサウス サンフ
ランシスコ市公共事業部長とい

う仕事柄、特に目に付いたのかもしれません。
　最終日の１９日はシャケ、卵焼き、海苔、納豆、味噌
汁の定番の朝食を済ませ、我が家で簡単な茶道体験をし
ました。吞み込みも早く、日本文化を大いに堪能したよ
うです。その後、水間寺、慈眼院、日根神社等を訪れ
ました。昼食後、荷造りが終わるともう出発の時間。短
いホームステイでしたが、何年も互いに友人であるかのよ
うに感じさせる３日間でした。キムさんを関空で見送り、
グッドフライトを願いながら帰路につきました。

 （大工ファミリー）

異文化理解講座
パプアニューギニア
＆バングラデシュ編
大塚　充 さん

KIX 泉州国際マラソン招待選手
ホームステイ受入
ユンジュン・キム選手（サウス サンフランシスコ）

〈日本語訳〉
 私が姉妹都市ランナー交流プログ
ラムの一員になれたことは幸運でし
た。私は2月14日から2月19日まで
岸和田を訪問しました。岸和田で文
化を学び、私の仲間たちと関係を築
いたことは、本当にすばらしく見識
に値する経験でした。岸和田市文

化国際課のスタッフは、感嘆するほど礼儀正しく親切でし
た。これは生涯の（忘れることのない）経験でした。 マラ
ソンはよく計画されていました。 たくさんの水やスポーツ
ドリンクの供給所があり、一般の人たちはすべてのランナ
ーを応援し元気づけていました。私は仏教寺院と神道神
社を訪問したり、日本料理を満喫する機会を持ちました。
コミュニティと文化は凄い！

泉州国際マラソンに出場して
岸和田市姉妹都市
サウス サンフランシスコ市公共事業部長
ユンジュン・キムさん
I was fortunate to be a part of the sister city runner exchange 
program.  I visited Kishiwada from February 14 to February 
19.  It was truly a wonderful and insightful experience to 
learn about the culture and establish relationships with my 
colleagues in Kishiwada.  The staff of Kishiwada City Cultural 
& International Affairs division were amazing, gracious, and 
kind.  This was an experience of a lifetime.  The marathon was well organized.  There were many 
water and sports drink stations and the public was cheering all the runners to keep their spirits up. 
I had the opportunity to visit the Buddhist temple and Shinto shrine and enjoy the Japanese cuisine.  
The community and culture are awesome! 
  　Eunejune Kim, Director of Public Works, City Engineer City of South San Francisco,
  　Department of Public Works.

永野岸和田市長を表敬訪問▲

　近年、国際化グローバル化の進展により帰国渡日の
児童生徒が増加している。岸和田市とて例外でない。
そこで当協会からの要望により、岸和田市教育委員会
では昨年度より「日本語指導補助員実施要領」を制定
し、日本語に大きなハンディのある彼らが楽しく安心
して学校で学習出来るように日本語補助員制度を発足
させた。現在、当協会会員３名が原則として週に１回、
市内 2 校に出向き取り出し方式のマンツーマンで支援
に当たっている。
　Ａ小学校では工夫を凝らした教材に基づき低学年複
数名を担当している。彼らは普通のクラス学習とは異
なる環境での学習に当初は戸惑い気味でした。又、正
に遊び盛りでもあり教室に入ってからも直ちに勉強開
始とはならない。先ず彼らを如何にして席に着かせる
か如何にして勉強するという雰囲気に持ち込めるか等
から始まる。そこで学習意欲を誘発する為に冒頭に「し
り取り」やカルタを行う事もあるが、最近では軌道に
乗りつつある。

　Ｂ中学校では 1 年生 3 名を対象とし「みんなの日本
語」を教科書とする。彼らは多感な思春期にあり多く
の面でストレスを感ずることも多いのか、時として情
緒不安定な面も見受けられるがサバイバル言語、生活
言語には全く問題はなく友達との交流や衝突もありコ
ミュニケーション言語は相当なレベルにある。我々が
接している児童生徒は純真真面目で友好的でもあり日
本文化に関心を示すこともあるのはうれしい限りです。
　彼らは社会的文化的、更には家庭的経済的な背景も
異なり来日時の年齢、家庭内言語や来日前の生活等一
人一人事情が異なる。学ぶための学習言語を習得する
には言語の基礎が必要で、それ無くして多面的な学力
は伸びず、本人の将来の選択肢も狭まり社会にとって
も損出です。我々は孫に接するかのような愛情を持っ
て彼らの健やかな成長を念じつつ各人の状況に応じた
きめ細やかな対応に心掛けている。

　（東田 和代、野口 礼子、奥野 藤樹）

AJT活動（市内小中学校での貴重な体験）
～岸和田市AJT制度への協力～

AJT って何のこと？

日本語がわからない外国から来た子どもたちに、
日本語のサポート、日本語教育をおこないます。
日本語サロンの子ども版です。
　※ALT（外国語指導助手）の造語。

Assistant  Japanese Teacher 

　当サロンの活動内容等を紹介し、ボラ
ンティアの皆様のご協力をお願いいたし
ます。

①所在地：JR 東岸和田駅山手、向か
　いの市民センター　4階（駐車場有、料金は協会補助）
②構成内容：ボランティア17名
　（内男性 4名はお年寄り　女性13名は美人揃い）
　サロン生は 17名　男性 4名、女性 13名
　　中国、台湾、ベトナム、フィリピン、ネパール、
　　スリランカ、タイ、アメリカ、コンゴ、チェコ、
　　アフガニスタン
③集会内容
我がサロンはお互い無理をしないで楽しみながら遊
びながらの自然習得を旨とし、マンツーマンを原則
としながらも、時にはお互いの長所欠点を生かし補い
汗を流すだけで、日本語や日本文化習慣、行政機関、
医療機関対応等、ボランティアの個性でサロン生と楽

しんでいます。先輩のアイデアは頂きますが、こうしろ！！
と命令する怖い人はいません。
④今後の課題
先ず我々の意に添わずとも、サロン生が自由に楽しく参
加出来る集会場になる事。当サロン内での 1 年に 1 回
位の意見交換。我がサロン卒業生が世界の中で貢献活
躍が出来る事を期待したいと思います。
⑤今後への希望
今後益々、他国からの友人が増える中、更なるボラン
ティアの方々がサロンに参加し、（特に 1：30～ 3：
00 昼間開催の当サロンへの参加歓迎）誰かが喜んでく
れれば、幸になってくれればとの簡単な精神で出会いを
楽しみにしています。　　　　（東岸和田日本語サロン）

日本語サロン便り　
東岸和田日本語サロン編

11/23
（祝）
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めには、やはり日本語が大切ですので、できるだけ日本
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　岸和田での生活は快適です。日差しが強くない時は、
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に四苦八苦していますが、ハンコを押すのが好きです。

　　　　　　　　　　　　　（塩屋　裕）

岸和田に暮らして ...
　かつては外国の街、岸和田も、住めば都となり今は自分が暮らす我が街岸和田。
そんな国際色豊かな ifa-きしわだの心強いサポーターでもある皆さんに、自分史や
岸和田での暮らしについてお話いただいています。

Living in

KISHIWADA
第 28回

第28 回は
ベロニカ  ゴンサレスさん （アメリカ）
フェン ヤマナカさん （中国）

▲ケリー公園からシアトル夜景▲大連　星海広場

■異文化理解講座
　【と　き】　２０１９年５月１２日（日）１３：００～１５：３０
　【ところ】　マドカホール　３Ｆ視聴覚室
　【講師・講題】
　　小笠原 理恵　大阪大学大学院人間科学研究科　助教
　　　　　　　　 ユネスコチェア設立準備委員会事務局
　　～日本の常識、世界の非常識！？～
　　「多文化社会における医療を考えよう」　
　【申　込】　５月７日（土）より先着順に３０名まで事務局
　　　　　　にて受付。詳しくはチラシをご覧下さい。

■English Open Café
　各国のゲストを招き映像を使いプレゼンいただき交流します。
　進行は全て英語で行います。
　　【と　き】　9月以外の第３土曜日１３：３０～１５：３０
　　【ところ】　マドカホール　３F 視聴覚室
　　　　　　　＊申込なしでどなたでも参加いただけます。

内田満弥・大塚 洋・塩屋 裕・西村紀子・三森すみ代
お問い合わせや感想などは事務局まで TEL&FAX （072）457-9694
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■２０１９年度総会
　【と　き】　２０１９年４月２７日（土）１３：３０～１６：００
　【場　所】　浪切ホール　４F　交流ホール
　　Ⅱ部　琴伝流大師範　橋野澄子門下生　『大正琴演奏会』
　　　♪懐かしい曲からポップ♪までお楽しみいただきます
　　　＊詳しくはチラシをご覧の上出欠は同封の葉書でお願いします

■Mixed Roots
　外国にルーツを持つ子どもの生活支援や学習サポートを
　行います。ボランティア及び該当者を募集します。
　　【と　き】　第２・４土曜日１３：３０～１５：３０
　　【ところ】　マドカホール　３F　視聴覚室

■英語クラブ、KIMONOクラブ生随時募集
　自分の意見が言えるのを目的にした「カンガルークラブ」
　　第１・３水曜日　１０：００～１２：００
　初級英語クラブ　　　　第１・３土曜日　１０：００～１２：００
　中級英語クラブ「あすなろ」第２・４土曜日　１０：００～１２：００
　KIMONOクラブ　第２・４土曜日　１３：３０～１５：３０
　　＊クラブ費は、何れも月１，０００円、無料体験の上受講ください
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　２月１７日（日）の本番を控えた１５日（金）
浪切ホールにて，岸和田市姉妹都市の招待
選手・随行員の歓迎交流会が岸和田市国際
親善協会、岸和田市日中友好協会、岸和田
市日韓親善協会共催で催されました。アメリ
カ合衆国 サウスサンフランシスコ市 ユンジュ
ン・キムさん、大韓民国 ソウル特別市永登
浦区 キム・ジニさん、キム・ヒョンジュンさん、
随行員 シン・ウンギョンさん、４名を含め４
６名の参加者でした。
　ビュッフェスタイルの豪華なメニューに舌つ
づみを打ちグラスを傾けながら、選手歓迎交
流会の会場は一気に盛り上がりました。選手
たちは各テーブルを回り、出席者との記念写
真や激励の言葉を受け、それぞれ出走に挑む
固い決意を語ってくれました。「伝統ある KIX
泉州国際マラソンと岸和田市の姉妹都市プロ
グラムに参加することができ、嬉しく楽しみ
に思っています。」、「良い思い出になるように
最善をつくします。」。「ベストコンディション
なので、自己最高記録を出し、来年もぜひ参
加できるように頑張ります。」
　当日は晴れ１０℃と絶好のマラソン日和とな
り、スタート地点の浜寺公園は 6,000 人以
上のランナーで埋まりました。市長をはじめ

岸和田の皆が消防署
岸城分署前で大声援
を贈り、招待選手の
皆さんは次 と々元気よ
く通過して行きまし
た。ゴール間近の橋
はランナーたちにとっ
て厳しいものがありま
すが、走りながら田
尻スカイブリッジからの景色も楽しんだとのこと、
そして無事ゴールしました。全員完走という立派な
結果となったことを心からうれしく思います。
　３選手には今後とも岸和田市姉妹都市の交流ラン
ナーとしてご活躍されることを切望いたします。（関
連記事５頁）　　　　　　　　　　　　（広報部会）

岸和田市国際親善協会

Since 1989

第２６回
ＫＩＸ泉州国際マラソン
選手歓迎交流会 2/15（金）

2019 年

▲写真左から ユンジュン・キムさん
キム・ジニさん
キム・ヒョンジュンさん

18

岸和田市国際親善協会が
作成した防災ハンドブック。
無料で協会事務局にて配布
しています。ご希望の方は
協会事務局
TEL. 072-457-9694
までお問い合わせ下さい。

無料配布中

　２月１７日夕、泉州国際マラソン招待選手のユンジュ
ン・キムさんをホームステイゲストとして迎えました。私
達家族は以前サンフランシスコに住んだことがあり、当
地在住のキムさんとは初対面とは思えないほど話が弾み
ました。
　翌日は、来日前に友人に勧められたという「一蘭」の
ラーメンを是非食べたいという彼の希望で、大阪に出か
けました。昼食時だったこともあり、既に海外からの観
光客の長蛇の列。待つこと約３０分。念願のラーメンを
食べることができ、とても満足したとのこと。その後、
道具屋筋、黒門市場、法善寺、道頓堀等ディープな大阪

を探索。活気に満ち溢れる人々
や街並みにエネルギーを貰った
とのことでした。その晩はキム
さんの好物のお寿司でおもてな
し。ビールを飲みながら日本滞
在での感想を語ってくれました。
日本人の親切心、文化を大切
にする心等。特に、ごみがな
い道路、ホームレスを見かけな
いことなどは彼のサウス サンフ
ランシスコ市公共事業部長とい

う仕事柄、特に目に付いたのかもしれません。
　最終日の１９日はシャケ、卵焼き、海苔、納豆、味噌
汁の定番の朝食を済ませ、我が家で簡単な茶道体験をし
ました。吞み込みも早く、日本文化を大いに堪能したよ
うです。その後、水間寺、慈眼院、日根神社等を訪れ
ました。昼食後、荷造りが終わるともう出発の時間。短
いホームステイでしたが、何年も互いに友人であるかのよ
うに感じさせる３日間でした。キムさんを関空で見送り、
グッドフライトを願いながら帰路につきました。

 （大工ファミリー）

異文化理解講座
パプアニューギニア
＆バングラデシュ編
大塚　充 さん

KIX 泉州国際マラソン招待選手
ホームステイ受入
ユンジュン・キム選手（サウス サンフランシスコ）

〈日本語訳〉
 私が姉妹都市ランナー交流プログ
ラムの一員になれたことは幸運でし
た。私は2月14日から2月19日まで
岸和田を訪問しました。岸和田で文
化を学び、私の仲間たちと関係を築
いたことは、本当にすばらしく見識
に値する経験でした。岸和田市文

化国際課のスタッフは、感嘆するほど礼儀正しく親切でし
た。これは生涯の（忘れることのない）経験でした。 マラ
ソンはよく計画されていました。 たくさんの水やスポーツ
ドリンクの供給所があり、一般の人たちはすべてのランナ
ーを応援し元気づけていました。私は仏教寺院と神道神
社を訪問したり、日本料理を満喫する機会を持ちました。
コミュニティと文化は凄い！

泉州国際マラソンに出場して
岸和田市姉妹都市
サウス サンフランシスコ市公共事業部長
ユンジュン・キムさん
I was fortunate to be a part of the sister city runner exchange 
program.  I visited Kishiwada from February 14 to February 
19.  It was truly a wonderful and insightful experience to 
learn about the culture and establish relationships with my 
colleagues in Kishiwada.  The staff of Kishiwada City Cultural 
& International Affairs division were amazing, gracious, and 
kind.  This was an experience of a lifetime.  The marathon was well organized.  There were many 
water and sports drink stations and the public was cheering all the runners to keep their spirits up. 
I had the opportunity to visit the Buddhist temple and Shinto shrine and enjoy the Japanese cuisine.  
The community and culture are awesome! 
  　Eunejune Kim, Director of Public Works, City Engineer City of South San Francisco,
  　Department of Public Works.

永野岸和田市長を表敬訪問▲

　近年、国際化グローバル化の進展により帰国渡日の
児童生徒が増加している。岸和田市とて例外でない。
そこで当協会からの要望により、岸和田市教育委員会
では昨年度より「日本語指導補助員実施要領」を制定
し、日本語に大きなハンディのある彼らが楽しく安心
して学校で学習出来るように日本語補助員制度を発足
させた。現在、当協会会員３名が原則として週に１回、
市内 2 校に出向き取り出し方式のマンツーマンで支援
に当たっている。
　Ａ小学校では工夫を凝らした教材に基づき低学年複
数名を担当している。彼らは普通のクラス学習とは異
なる環境での学習に当初は戸惑い気味でした。又、正
に遊び盛りでもあり教室に入ってからも直ちに勉強開
始とはならない。先ず彼らを如何にして席に着かせる
か如何にして勉強するという雰囲気に持ち込めるか等
から始まる。そこで学習意欲を誘発する為に冒頭に「し
り取り」やカルタを行う事もあるが、最近では軌道に
乗りつつある。

　Ｂ中学校では 1 年生 3 名を対象とし「みんなの日本
語」を教科書とする。彼らは多感な思春期にあり多く
の面でストレスを感ずることも多いのか、時として情
緒不安定な面も見受けられるがサバイバル言語、生活
言語には全く問題はなく友達との交流や衝突もありコ
ミュニケーション言語は相当なレベルにある。我々が
接している児童生徒は純真真面目で友好的でもあり日
本文化に関心を示すこともあるのはうれしい限りです。
　彼らは社会的文化的、更には家庭的経済的な背景も
異なり来日時の年齢、家庭内言語や来日前の生活等一
人一人事情が異なる。学ぶための学習言語を習得する
には言語の基礎が必要で、それ無くして多面的な学力
は伸びず、本人の将来の選択肢も狭まり社会にとって
も損出です。我々は孫に接するかのような愛情を持っ
て彼らの健やかな成長を念じつつ各人の状況に応じた
きめ細やかな対応に心掛けている。

　（東田 和代、野口 礼子、奥野 藤樹）

AJT活動（市内小中学校での貴重な体験）
～岸和田市AJT制度への協力～

AJT って何のこと？

日本語がわからない外国から来た子どもたちに、
日本語のサポート、日本語教育をおこないます。
日本語サロンの子ども版です。
　※ALT（外国語指導助手）の造語。

Assistant  Japanese Teacher 

　当サロンの活動内容等を紹介し、ボラ
ンティアの皆様のご協力をお願いいたし
ます。

①所在地：JR 東岸和田駅山手、向か
　いの市民センター　4階（駐車場有、料金は協会補助）
②構成内容：ボランティア17名
　（内男性 4名はお年寄り　女性13名は美人揃い）
　サロン生は 17名　男性 4名、女性 13名
　　中国、台湾、ベトナム、フィリピン、ネパール、
　　スリランカ、タイ、アメリカ、コンゴ、チェコ、
　　アフガニスタン
③集会内容
我がサロンはお互い無理をしないで楽しみながら遊
びながらの自然習得を旨とし、マンツーマンを原則
としながらも、時にはお互いの長所欠点を生かし補い
汗を流すだけで、日本語や日本文化習慣、行政機関、
医療機関対応等、ボランティアの個性でサロン生と楽

しんでいます。先輩のアイデアは頂きますが、こうしろ！！
と命令する怖い人はいません。
④今後の課題
先ず我々の意に添わずとも、サロン生が自由に楽しく参
加出来る集会場になる事。当サロン内での 1 年に 1 回
位の意見交換。我がサロン卒業生が世界の中で貢献活
躍が出来る事を期待したいと思います。
⑤今後への希望
今後益々、他国からの友人が増える中、更なるボラン
ティアの方々がサロンに参加し、（特に 1：30～ 3：
00 昼間開催の当サロンへの参加歓迎）誰かが喜んでく
れれば、幸になってくれればとの簡単な精神で出会いを
楽しみにしています。　　　　（東岸和田日本語サロン）

日本語サロン便り　
東岸和田日本語サロン編

11/23
（祝）
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市内 2 校に出向き取り出し方式のマンツーマンで支援
に当たっている。
　Ａ小学校では工夫を凝らした教材に基づき低学年複
数名を担当している。彼らは普通のクラス学習とは異
なる環境での学習に当初は戸惑い気味でした。又、正
に遊び盛りでもあり教室に入ってからも直ちに勉強開
始とはならない。先ず彼らを如何にして席に着かせる
か如何にして勉強するという雰囲気に持ち込めるか等
から始まる。そこで学習意欲を誘発する為に冒頭に「し
り取り」やカルタを行う事もあるが、最近では軌道に
乗りつつある。

　Ｂ中学校では 1 年生 3 名を対象とし「みんなの日本
語」を教科書とする。彼らは多感な思春期にあり多く
の面でストレスを感ずることも多いのか、時として情
緒不安定な面も見受けられるがサバイバル言語、生活
言語には全く問題はなく友達との交流や衝突もありコ
ミュニケーション言語は相当なレベルにある。我々が
接している児童生徒は純真真面目で友好的でもあり日
本文化に関心を示すこともあるのはうれしい限りです。
　彼らは社会的文化的、更には家庭的経済的な背景も
異なり来日時の年齢、家庭内言語や来日前の生活等一
人一人事情が異なる。学ぶための学習言語を習得する
には言語の基礎が必要で、それ無くして多面的な学力
は伸びず、本人の将来の選択肢も狭まり社会にとって
も損出です。我々は孫に接するかのような愛情を持っ
て彼らの健やかな成長を念じつつ各人の状況に応じた
きめ細やかな対応に心掛けている。

　（東田 和代、野口 礼子、奥野 藤樹）

AJT活動（市内小中学校での貴重な体験）
～岸和田市AJT制度への協力～

AJT って何のこと？

日本語がわからない外国から来た子どもたちに、
日本語のサポート、日本語教育をおこないます。
日本語サロンの子ども版です。
　※ALT（外国語指導助手）の造語。

Assistant  Japanese Teacher 

　当サロンの活動内容等を紹介し、ボラ
ンティアの皆様のご協力をお願いいたし
ます。

①所在地：JR 東岸和田駅山手、向か
　いの市民センター　4階（駐車場有、料金は協会補助）
②構成内容：ボランティア17名
　（内男性 4名はお年寄り　女性13名は美人揃い）
　サロン生は 17名　男性 4名、女性 13名
　　中国、台湾、ベトナム、フィリピン、ネパール、
　　スリランカ、タイ、アメリカ、コンゴ、チェコ、
　　アフガニスタン
③集会内容
我がサロンはお互い無理をしないで楽しみながら遊
びながらの自然習得を旨とし、マンツーマンを原則
としながらも、時にはお互いの長所欠点を生かし補い
汗を流すだけで、日本語や日本文化習慣、行政機関、
医療機関対応等、ボランティアの個性でサロン生と楽

しんでいます。先輩のアイデアは頂きますが、こうしろ！！
と命令する怖い人はいません。
④今後の課題
先ず我々の意に添わずとも、サロン生が自由に楽しく参
加出来る集会場になる事。当サロン内での 1 年に 1 回
位の意見交換。我がサロン卒業生が世界の中で貢献活
躍が出来る事を期待したいと思います。
⑤今後への希望
今後益々、他国からの友人が増える中、更なるボラン
ティアの方々がサロンに参加し、（特に 1：30～ 3：
00 昼間開催の当サロンへの参加歓迎）誰かが喜んでく
れれば、幸になってくれればとの簡単な精神で出会いを
楽しみにしています。　　　　（東岸和田日本語サロン）

日本語サロン便り　
東岸和田日本語サロン編

11/23
（祝）

54



　初めて EOC に参加して、皆さんの熱心さに感心しま
した。ゲストの Jesse de Carteret さんはオーストラ
リアのメルボルン出身で、16 歳の時に愛知県大府にあ
る高校に交換留学生として初めて来日しました。世界 6
位の面積をもつ広大なオーストラリアですが、その約 6
～ 7 割は砂漠と乾燥地帯です。日本の約 20 倍の国土
に約１/5 の人口、そこに暮らしている人々のお話を楽し
く聞かせてくれました。食生活では、食卓に肉＋３種類
の野菜が一般的とのこと。他にも習慣、歴史、住居な
どについても興味深く説明してくれました。日本との違
いでは、時間の感覚や管理の細部までの厳格さなどに
ついて話されました。大らかな心を持たねばなぁ、と気
付かされました。 

　オーストラリアの方々が開発し
たものに、Wi-Fi、プラスチック
紙幣、人口内耳、飛行機のブラ
ックボックス等があることも紹介
してくれました。1770 年にジェ
イムスクックがニューサウスウエ
ルズ州のボタニー湾に上陸して 250 年、1828 年には全
土がイギリスの植民地に、1901 年には独立、まだ新し
い国です。 先住民であるアボリジニに対する迫害の歴史
も話してくれました。Jesse さんの話し方は穏やかで、
私たちが聞き取れるように配慮された素晴らしいプレゼ
ンでした。ご講演を有難うございました。Jesse さんの
ご多幸をお祈り申し上げます。　　　　　　（古澤 弘生）

Konstance Li さん
（香港）

　イングリッシュ　オープン　カフェでプレゼンターが、
自分が行ったことのある国からのゲストである時、自分
の旅の経験を思い出しながら聞いたり質問したりするの
は楽しいです。前半のトークが終わりティータイムになっ
た時、今日のお話のテーマは一口で言って何だと思いま
すかと聞いてみました。香港から来られた本日のプレゼ
ンター、コンスタンス・リーさんは「自分は外交官では
ないので、国の宣伝にはこだわらず、ぶっちゃけトークで
話します」と言っていきなり大スター、ジャッキー・チェ
ンのダークサイドからの評価から始めたからです。リー氏
は国際センターで６か月のスカラー・コースで日本語を
学ぶ、香港大学、オクスフォード大学院を出た東洋美術
史の学者さんなのです。ハンサムです。

　氏の話は奔放で、殆ど写真や
資料を交えず、香港のレストラン
のウェイターがぶっきら棒な理由
から、香港の病院での体験、１９
９７年以降、返還後の中国との関
わり、オクスフォードのこと、北京と上海の違い、スカラー
シップの事情など実演入りで話してくれました。　現在、
日本の鎌倉・室町時代の美術史を研究していて、京都で
雪舟などの展覧会があると香港に居ても飛行機でやってく
る、正倉院の宝物の展示にも出かけたと言うと、EOC 担
当の方が私は一度も行ったことがないと告白しました。私
も行ったことがありません。　　　　　　　　（金児　尚）

12/15
（土）

1/19
（土）

Jesse de Carteret さん
（オーストラリア）

Nana Ama Owsuaa Afriyie Kankam さん
（ガーナ）

　今回のゲストはガーナ大使館から７か月間研修で来日
しておられる、Nana さんでした。
　先ずは国旗の説明からで、　＊赤色は独立の為に流さ
れた血を　＊黄色は金、ダイヤモンド、石油などの豊
富な資源を　＊緑色は豊かな自然を＊真ん中の黒い星
は独立の希望と栄誉を＊それぞれ表わしているそうで
す。ガーナに関してはチョコレートの原料カカオ豆の産
地であるということ事と、黄熱病の研究者、野口英世
がこの地で亡くなったという知識しかなかった私にとっ
てNanaさんの映像付きのプレゼンは自分の抱いていた
イメージを払拭し新しいアフリカに触れられる貴重な経
験となりました。首都アクラ周辺には近代化された産業
施設が多くあり、インフラ整備も整っていて、教育制度

は日本と同じ６・３・３・４制で
中学卒業までは無料だということ
もおどろきでした。そして面白か
ったのは主食の一つである＊
FuFu and Soup＊の説明で、フ
フは芋などを砕いて蒸したもの、スープは沢山の豆類、
野菜、肉などの具材を煮たもので日本のスープは薄くて
水を飲んでいるみたいだったと笑っておられました。又プ
ランテーン（料理用バナナ）は食材で、私たちが想像す
るバナナとは異なるそうです。最後にガーナはとても安
全で豊かで美しい国であり、是非一度訪れて野生動物に
も触れて欲しいとのことでした。有意義な時間を共有で
きたことに感謝致します。　　　　　　　　（網代 享子）

2/16
（土）

　りんくうにある国際センターで世界の
若手外交官が日本語の研修を行っていま
す。研修の一つに日本の家庭を訪問する

「ホームビジット」のプログラムがあります。先日わが家
に 2 名の外交官が訪問してくれました。プロフィールが
送られてきた時に出た言葉が「ガイアナってどこ？」です。
もう１名はアフリカのタンザニア出身。タンザニアはマラ
ソン選手や映画「ボヘミヤンラプソディ」のクィーンのフ
レディマーキュリーの出身地で、なんとなく親近感があ
りますが、ガイアナはどこにあるのか地図さえ頭の中に
出てきませんでした。
　調べると南アメリカの東海岸に位置する小さな国です。
ガイアナの紹介文も少なく、日本で知られている有名人
も特にいません。どんな人が来るのか何を話そうか、期
待と不安が高まります。
　そして、ホームビジット当日、岸和田城などを案内し
た後、我が家で夕食。日本に来て、まだ3か月程度なのに、
日本語もよく理解し、箸の使い方も上手なのに驚くとと

もに、町を歩いている時も、看板のひらがなやカタカナ、
簡単な漢字を一生懸命読んで発音し、私に意味を聞いて
確認していたことを思い出し、日本のことを知ろうと一生
懸命勉強していることを実感し、逆に私たちももっと異
国のことを知る姿勢が必要と教えられました。彼らが今
後外交官として世界で活躍することを祈っています。　

（内田 滿弥）

関西国際センター
専門日本語研修・ホームビジット

12 /17
（月）

ガイアナってどこ？

　今回の防災ツアーは、ベトナム、イン
ドネシア、中国、インドの外国人２３名
と日本人スタッフ７名の総勢３０名が参加
しました。幼稚園児と小学生も参加した
賑やかなツアーになりました。今年初め

てお花見と組み合わせたことで、予定を大幅に上回る参
加人数に嬉しい悲鳴です。
　南海と JR を乗り継いで天王寺まで行き、まず阿倍野
防災センターへ向かいました。防災センターは現在大規
模改修中のため、見学・体験できる施設は限られていま
すが、映像による地震体験、消火器を使った初期消火体
験、電話で火事や事件を消防署に知らせる通報体験、
VR（バーチャルリアリティ）を活用した火災からの避難
疑似体験など、約１時間の盛りだくさんで有意義な体験
を参加者みんな楽しみました。特にVRはまるで本物の

火事の中を避難しているようにリアルで、横から火が噴
きだしたときなど、思わず大声を上げてしまうくらいでし

た。また電話での通報体験では、つまりながらも一生懸
命取り組んでいました。私たち日本人スタッフもほとんど
が公衆電話での通報は初体験で、外国人以上に興奮し
ました。次回は新しくなったセンター「防災タスカル」
へまた一緒に行きましょう。
　防災体験のあとはいよいよお花見です。天王寺公園「て
んしば」へ移動して、お昼ご飯を食べました。数日前の
暖かさはどこへやら、正に寒の戻りで寒さに震えました。
食事のあと「慶沢園」で再集合。九州や関東地方には
桜の開花宣言が出ていますが、大阪はまだもう少し先の
ようです。かろうじて一つ二つ花を咲かせている桜の木
はたった一本だけでしたが、美しい日本庭園にハルカス、
茶臼山の朱塗りの橋をバックにみんなたくさん写真を撮
りました。参加者全員からとても楽しく充実したツアーだ
ったと好評をいただきました。協会からは交通費の補助
もいただき、ありがとうございました。　　　（事業部会）

地球どんぶり
防災体験＆お花見
ツアー

3 / 24
（日）

▲阿倍野防災センターでの消化体験の様子
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　ベロニカさんはメキシコ系アメリカ人でシアトル出身、
フェンさんは日系中国人で大連出身です。お２人の出会
いは大阪で、観光関係の仕事をしていたフェンさんが、
友だちと一緒に観光で来日していたベロニカをあちらこ
ちら案内してあげたのがきっかけです。そして１年後晴
れて結婚することになり、フェンさんの仕事場が岸和田
市内ということもあって、岸和田に住むようになりまし
た。そして第１子女の子にも「春嘉」ちゃんと日本名を
付けました。

　フェンさんは九州大学に留
学して日本歴史を専攻したと
いう頭脳明晰な方です。日
本語は非常に堪能です。座
右の銘は福沢諭吉が「学問

のすすめ」で書いた有名な一節「天は人の上に人を造ら
ず、人の下に人を造らず」です。生来、人間はすべて
平等であり、貧富・家柄・職業・社会的身分によって
差別されるべきではないという言葉に魅せられ、LINE
トークの自己ＰＲにも使用しています。
　ベロニカさんは子育てに追われ忙しい日々を過ごして
います。フェンさんが休日の日には赤ちゃん用品専門店
やスーパーマーケットへ食品を買いにドライブに出かけ

るのを非常に楽しみしています。近々シアトルと大連から
双方の両親が初孫に会いに岸和田へやって来るそうで、
その受入準備におおわらわですが、大変うれしそうです。
　おふたりのコミュニケーションは、英語、日本語、中
国語、スペイン語というマルチ言語ですが、生活するた
めには、やはり日本語が大切ですので、できるだけ日本
語で話すよう努めています。ベロニカさんは友人も通って
いる和泉市にある日本語サロンで、春嘉ちゃんを連れて
週２回通っていますが、漢字はなかなか覚えられません。
　岸和田での生活は快適です。日差しが強くない時は、
できるだけ春嘉ちゃんを乳母車に乗せて散歩するようにし
ています。岸和田人はとてもフレンドリーで気軽に話しら
れ、何でも親切に教えてくれます。ただ諸々の行政手続き
に四苦八苦していますが、ハンコを押すのが好きです。

　　　　　　　　　　　　　（塩屋　裕）

岸和田に暮らして ...
　かつては外国の街、岸和田も、住めば都となり今は自分が暮らす我が街岸和田。
そんな国際色豊かな ifa-きしわだの心強いサポーターでもある皆さんに、自分史や
岸和田での暮らしについてお話いただいています。

Living in

KISHIWADA
第 28回

第28 回は
ベロニカ  ゴンサレスさん （アメリカ）
フェン ヤマナカさん （中国）

▲ケリー公園からシアトル夜景▲大連　星海広場

■異文化理解講座
　【と　き】　２０１９年５月１２日（日）１３：００～１５：３０
　【ところ】　マドカホール　３Ｆ視聴覚室
　【講師・講題】
　　小笠原 理恵　大阪大学大学院人間科学研究科　助教
　　　　　　　　 ユネスコチェア設立準備委員会事務局
　　～日本の常識、世界の非常識！？～
　　「多文化社会における医療を考えよう」　
　【申　込】　５月７日（土）より先着順に３０名まで事務局
　　　　　　にて受付。詳しくはチラシをご覧下さい。

■English Open Café
　各国のゲストを招き映像を使いプレゼンいただき交流します。
　進行は全て英語で行います。
　　【と　き】　9月以外の第３土曜日１３：３０～１５：３０
　　【ところ】　マドカホール　３F 視聴覚室
　　　　　　　＊申込なしでどなたでも参加いただけます。

内田満弥・大塚 洋・塩屋 裕・西村紀子・三森すみ代
お問い合わせや感想などは事務局まで TEL&FAX （072）457-9694

編集担当No.119

■２０１９年度総会
　【と　き】　２０１９年４月２７日（土）１３：３０～１６：００
　【場　所】　浪切ホール　４F　交流ホール
　　Ⅱ部　琴伝流大師範　橋野澄子門下生　『大正琴演奏会』
　　　♪懐かしい曲からポップ♪までお楽しみいただきます
　　　＊詳しくはチラシをご覧の上出欠は同封の葉書でお願いします

■Mixed Roots
　外国にルーツを持つ子どもの生活支援や学習サポートを
　行います。ボランティア及び該当者を募集します。
　　【と　き】　第２・４土曜日１３：３０～１５：３０
　　【ところ】　マドカホール　３F　視聴覚室

■英語クラブ、KIMONOクラブ生随時募集
　自分の意見が言えるのを目的にした「カンガルークラブ」
　　第１・３水曜日　１０：００～１２：００
　初級英語クラブ　　　　第１・３土曜日　１０：００～１２：００
　中級英語クラブ「あすなろ」第２・４土曜日　１０：００～１２：００
　KIMONOクラブ　第２・４土曜日　１３：３０～１５：３０
　　＊クラブ費は、何れも月１，０００円、無料体験の上受講ください
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　２月１７日（日）の本番を控えた１５日（金）
浪切ホールにて，岸和田市姉妹都市の招待
選手・随行員の歓迎交流会が岸和田市国際
親善協会、岸和田市日中友好協会、岸和田
市日韓親善協会共催で催されました。アメリ
カ合衆国 サウスサンフランシスコ市 ユンジュ
ン・キムさん、大韓民国 ソウル特別市永登
浦区 キム・ジニさん、キム・ヒョンジュンさん、
随行員 シン・ウンギョンさん、４名を含め４
６名の参加者でした。
　ビュッフェスタイルの豪華なメニューに舌つ
づみを打ちグラスを傾けながら、選手歓迎交
流会の会場は一気に盛り上がりました。選手
たちは各テーブルを回り、出席者との記念写
真や激励の言葉を受け、それぞれ出走に挑む
固い決意を語ってくれました。「伝統ある KIX
泉州国際マラソンと岸和田市の姉妹都市プロ
グラムに参加することができ、嬉しく楽しみ
に思っています。」、「良い思い出になるように
最善をつくします。」。「ベストコンディション
なので、自己最高記録を出し、来年もぜひ参
加できるように頑張ります。」
　当日は晴れ１０℃と絶好のマラソン日和とな
り、スタート地点の浜寺公園は 6,000 人以
上のランナーで埋まりました。市長をはじめ

岸和田の皆が消防署
岸城分署前で大声援
を贈り、招待選手の
皆さんは次 と々元気よ
く通過して行きまし
た。ゴール間近の橋
はランナーたちにとっ
て厳しいものがありま
すが、走りながら田
尻スカイブリッジからの景色も楽しんだとのこと、
そして無事ゴールしました。全員完走という立派な
結果となったことを心からうれしく思います。
　３選手には今後とも岸和田市姉妹都市の交流ラン
ナーとしてご活躍されることを切望いたします。（関
連記事５頁）　　　　　　　　　　　　（広報部会）

岸和田市国際親善協会

Since 1989

第２６回
ＫＩＸ泉州国際マラソン
選手歓迎交流会 2/15（金）

2019 年

▲写真左から ユンジュン・キムさん
キム・ジニさん
キム・ヒョンジュンさん
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岸和田市国際親善協会が
作成した防災ハンドブック。
無料で協会事務局にて配布
しています。ご希望の方は
協会事務局
TEL. 072-457-9694
までお問い合わせ下さい。

無料配布中

　２月１７日夕、泉州国際マラソン招待選手のユンジュ
ン・キムさんをホームステイゲストとして迎えました。私
達家族は以前サンフランシスコに住んだことがあり、当
地在住のキムさんとは初対面とは思えないほど話が弾み
ました。
　翌日は、来日前に友人に勧められたという「一蘭」の
ラーメンを是非食べたいという彼の希望で、大阪に出か
けました。昼食時だったこともあり、既に海外からの観
光客の長蛇の列。待つこと約３０分。念願のラーメンを
食べることができ、とても満足したとのこと。その後、
道具屋筋、黒門市場、法善寺、道頓堀等ディープな大阪

を探索。活気に満ち溢れる人々
や街並みにエネルギーを貰った
とのことでした。その晩はキム
さんの好物のお寿司でおもてな
し。ビールを飲みながら日本滞
在での感想を語ってくれました。
日本人の親切心、文化を大切
にする心等。特に、ごみがな
い道路、ホームレスを見かけな
いことなどは彼のサウス サンフ
ランシスコ市公共事業部長とい

う仕事柄、特に目に付いたのかもしれません。
　最終日の１９日はシャケ、卵焼き、海苔、納豆、味噌
汁の定番の朝食を済ませ、我が家で簡単な茶道体験をし
ました。吞み込みも早く、日本文化を大いに堪能したよ
うです。その後、水間寺、慈眼院、日根神社等を訪れ
ました。昼食後、荷造りが終わるともう出発の時間。短
いホームステイでしたが、何年も互いに友人であるかのよ
うに感じさせる３日間でした。キムさんを関空で見送り、
グッドフライトを願いながら帰路につきました。

 （大工ファミリー）

異文化理解講座
パプアニューギニア
＆バングラデシュ編
大塚　充 さん

KIX 泉州国際マラソン招待選手
ホームステイ受入
ユンジュン・キム選手（サウス サンフランシスコ）

〈日本語訳〉
 私が姉妹都市ランナー交流プログ
ラムの一員になれたことは幸運でし
た。私は2月14日から2月19日まで
岸和田を訪問しました。岸和田で文
化を学び、私の仲間たちと関係を築
いたことは、本当にすばらしく見識
に値する経験でした。岸和田市文

化国際課のスタッフは、感嘆するほど礼儀正しく親切でし
た。これは生涯の（忘れることのない）経験でした。 マラ
ソンはよく計画されていました。 たくさんの水やスポーツ
ドリンクの供給所があり、一般の人たちはすべてのランナ
ーを応援し元気づけていました。私は仏教寺院と神道神
社を訪問したり、日本料理を満喫する機会を持ちました。
コミュニティと文化は凄い！

泉州国際マラソンに出場して
岸和田市姉妹都市
サウス サンフランシスコ市公共事業部長
ユンジュン・キムさん
I was fortunate to be a part of the sister city runner exchange 
program.  I visited Kishiwada from February 14 to February 
19.  It was truly a wonderful and insightful experience to 
learn about the culture and establish relationships with my 
colleagues in Kishiwada.  The staff of Kishiwada City Cultural 
& International Affairs division were amazing, gracious, and 
kind.  This was an experience of a lifetime.  The marathon was well organized.  There were many 
water and sports drink stations and the public was cheering all the runners to keep their spirits up. 
I had the opportunity to visit the Buddhist temple and Shinto shrine and enjoy the Japanese cuisine.  
The community and culture are awesome! 
  　Eunejune Kim, Director of Public Works, City Engineer City of South San Francisco,
  　Department of Public Works.

永野岸和田市長を表敬訪問▲

　近年、国際化グローバル化の進展により帰国渡日の
児童生徒が増加している。岸和田市とて例外でない。
そこで当協会からの要望により、岸和田市教育委員会
では昨年度より「日本語指導補助員実施要領」を制定
し、日本語に大きなハンディのある彼らが楽しく安心
して学校で学習出来るように日本語補助員制度を発足
させた。現在、当協会会員３名が原則として週に１回、
市内 2 校に出向き取り出し方式のマンツーマンで支援
に当たっている。
　Ａ小学校では工夫を凝らした教材に基づき低学年複
数名を担当している。彼らは普通のクラス学習とは異
なる環境での学習に当初は戸惑い気味でした。又、正
に遊び盛りでもあり教室に入ってからも直ちに勉強開
始とはならない。先ず彼らを如何にして席に着かせる
か如何にして勉強するという雰囲気に持ち込めるか等
から始まる。そこで学習意欲を誘発する為に冒頭に「し
り取り」やカルタを行う事もあるが、最近では軌道に
乗りつつある。

　Ｂ中学校では 1 年生 3 名を対象とし「みんなの日本
語」を教科書とする。彼らは多感な思春期にあり多く
の面でストレスを感ずることも多いのか、時として情
緒不安定な面も見受けられるがサバイバル言語、生活
言語には全く問題はなく友達との交流や衝突もありコ
ミュニケーション言語は相当なレベルにある。我々が
接している児童生徒は純真真面目で友好的でもあり日
本文化に関心を示すこともあるのはうれしい限りです。
　彼らは社会的文化的、更には家庭的経済的な背景も
異なり来日時の年齢、家庭内言語や来日前の生活等一
人一人事情が異なる。学ぶための学習言語を習得する
には言語の基礎が必要で、それ無くして多面的な学力
は伸びず、本人の将来の選択肢も狭まり社会にとって
も損出です。我々は孫に接するかのような愛情を持っ
て彼らの健やかな成長を念じつつ各人の状況に応じた
きめ細やかな対応に心掛けている。

　（東田 和代、野口 礼子、奥野 藤樹）

AJT活動（市内小中学校での貴重な体験）
～岸和田市AJT制度への協力～

AJT って何のこと？

日本語がわからない外国から来た子どもたちに、
日本語のサポート、日本語教育をおこないます。
日本語サロンの子ども版です。
　※ALT（外国語指導助手）の造語。

Assistant  Japanese Teacher 

　当サロンの活動内容等を紹介し、ボラ
ンティアの皆様のご協力をお願いいたし
ます。

①所在地：JR 東岸和田駅山手、向か
　いの市民センター　4階（駐車場有、料金は協会補助）
②構成内容：ボランティア17名
　（内男性 4名はお年寄り　女性13名は美人揃い）
　サロン生は 17名　男性 4名、女性 13名
　　中国、台湾、ベトナム、フィリピン、ネパール、
　　スリランカ、タイ、アメリカ、コンゴ、チェコ、
　　アフガニスタン
③集会内容
我がサロンはお互い無理をしないで楽しみながら遊
びながらの自然習得を旨とし、マンツーマンを原則
としながらも、時にはお互いの長所欠点を生かし補い
汗を流すだけで、日本語や日本文化習慣、行政機関、
医療機関対応等、ボランティアの個性でサロン生と楽

しんでいます。先輩のアイデアは頂きますが、こうしろ！！
と命令する怖い人はいません。
④今後の課題
先ず我々の意に添わずとも、サロン生が自由に楽しく参
加出来る集会場になる事。当サロン内での 1 年に 1 回
位の意見交換。我がサロン卒業生が世界の中で貢献活
躍が出来る事を期待したいと思います。
⑤今後への希望
今後益々、他国からの友人が増える中、更なるボラン
ティアの方々がサロンに参加し、（特に 1：30～ 3：
00 昼間開催の当サロンへの参加歓迎）誰かが喜んでく
れれば、幸になってくれればとの簡単な精神で出会いを
楽しみにしています。　　　　（東岸和田日本語サロン）

日本語サロン便り　
東岸和田日本語サロン編

11/23
（祝）
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　初めて EOC に参加して、皆さんの熱心さに感心しま
した。ゲストの Jesse de Carteret さんはオーストラ
リアのメルボルン出身で、16 歳の時に愛知県大府にあ
る高校に交換留学生として初めて来日しました。世界 6
位の面積をもつ広大なオーストラリアですが、その約 6
～ 7 割は砂漠と乾燥地帯です。日本の約 20 倍の国土
に約１/5 の人口、そこに暮らしている人々のお話を楽し
く聞かせてくれました。食生活では、食卓に肉＋３種類
の野菜が一般的とのこと。他にも習慣、歴史、住居な
どについても興味深く説明してくれました。日本との違
いでは、時間の感覚や管理の細部までの厳格さなどに
ついて話されました。大らかな心を持たねばなぁ、と気
付かされました。 

　オーストラリアの方々が開発し
たものに、Wi-Fi、プラスチック
紙幣、人口内耳、飛行機のブラ
ックボックス等があることも紹介
してくれました。1770 年にジェ
イムスクックがニューサウスウエ
ルズ州のボタニー湾に上陸して 250 年、1828 年には全
土がイギリスの植民地に、1901 年には独立、まだ新し
い国です。 先住民であるアボリジニに対する迫害の歴史
も話してくれました。Jesse さんの話し方は穏やかで、
私たちが聞き取れるように配慮された素晴らしいプレゼ
ンでした。ご講演を有難うございました。Jesse さんの
ご多幸をお祈り申し上げます。　　　　　　（古澤 弘生）

Konstance Li さん
（香港）

　イングリッシュ　オープン　カフェでプレゼンターが、
自分が行ったことのある国からのゲストである時、自分
の旅の経験を思い出しながら聞いたり質問したりするの
は楽しいです。前半のトークが終わりティータイムになっ
た時、今日のお話のテーマは一口で言って何だと思いま
すかと聞いてみました。香港から来られた本日のプレゼ
ンター、コンスタンス・リーさんは「自分は外交官では
ないので、国の宣伝にはこだわらず、ぶっちゃけトークで
話します」と言っていきなり大スター、ジャッキー・チェ
ンのダークサイドからの評価から始めたからです。リー氏
は国際センターで６か月のスカラー・コースで日本語を
学ぶ、香港大学、オクスフォード大学院を出た東洋美術
史の学者さんなのです。ハンサムです。

　氏の話は奔放で、殆ど写真や
資料を交えず、香港のレストラン
のウェイターがぶっきら棒な理由
から、香港の病院での体験、１９
９７年以降、返還後の中国との関
わり、オクスフォードのこと、北京と上海の違い、スカラー
シップの事情など実演入りで話してくれました。　現在、
日本の鎌倉・室町時代の美術史を研究していて、京都で
雪舟などの展覧会があると香港に居ても飛行機でやってく
る、正倉院の宝物の展示にも出かけたと言うと、EOC 担
当の方が私は一度も行ったことがないと告白しました。私
も行ったことがありません。　　　　　　　　（金児　尚）

12/15
（土）

1/19
（土）

Jesse de Carteret さん
（オーストラリア）

Nana Ama Owsuaa Afriyie Kankam さん
（ガーナ）

　今回のゲストはガーナ大使館から７か月間研修で来日
しておられる、Nana さんでした。
　先ずは国旗の説明からで、　＊赤色は独立の為に流さ
れた血を　＊黄色は金、ダイヤモンド、石油などの豊
富な資源を　＊緑色は豊かな自然を＊真ん中の黒い星
は独立の希望と栄誉を＊それぞれ表わしているそうで
す。ガーナに関してはチョコレートの原料カカオ豆の産
地であるということ事と、黄熱病の研究者、野口英世
がこの地で亡くなったという知識しかなかった私にとっ
てNanaさんの映像付きのプレゼンは自分の抱いていた
イメージを払拭し新しいアフリカに触れられる貴重な経
験となりました。首都アクラ周辺には近代化された産業
施設が多くあり、インフラ整備も整っていて、教育制度

は日本と同じ６・３・３・４制で
中学卒業までは無料だということ
もおどろきでした。そして面白か
ったのは主食の一つである＊
FuFu and Soup＊の説明で、フ
フは芋などを砕いて蒸したもの、スープは沢山の豆類、
野菜、肉などの具材を煮たもので日本のスープは薄くて
水を飲んでいるみたいだったと笑っておられました。又プ
ランテーン（料理用バナナ）は食材で、私たちが想像す
るバナナとは異なるそうです。最後にガーナはとても安
全で豊かで美しい国であり、是非一度訪れて野生動物に
も触れて欲しいとのことでした。有意義な時間を共有で
きたことに感謝致します。　　　　　　　　（網代 享子）

2/16
（土）

　りんくうにある国際センターで世界の
若手外交官が日本語の研修を行っていま
す。研修の一つに日本の家庭を訪問する

「ホームビジット」のプログラムがあります。先日わが家
に 2 名の外交官が訪問してくれました。プロフィールが
送られてきた時に出た言葉が「ガイアナってどこ？」です。
もう１名はアフリカのタンザニア出身。タンザニアはマラ
ソン選手や映画「ボヘミヤンラプソディ」のクィーンのフ
レディマーキュリーの出身地で、なんとなく親近感があ
りますが、ガイアナはどこにあるのか地図さえ頭の中に
出てきませんでした。
　調べると南アメリカの東海岸に位置する小さな国です。
ガイアナの紹介文も少なく、日本で知られている有名人
も特にいません。どんな人が来るのか何を話そうか、期
待と不安が高まります。
　そして、ホームビジット当日、岸和田城などを案内し
た後、我が家で夕食。日本に来て、まだ3か月程度なのに、
日本語もよく理解し、箸の使い方も上手なのに驚くとと

もに、町を歩いている時も、看板のひらがなやカタカナ、
簡単な漢字を一生懸命読んで発音し、私に意味を聞いて
確認していたことを思い出し、日本のことを知ろうと一生
懸命勉強していることを実感し、逆に私たちももっと異
国のことを知る姿勢が必要と教えられました。彼らが今
後外交官として世界で活躍することを祈っています。　

（内田 滿弥）

関西国際センター
専門日本語研修・ホームビジット

12 /17
（月）

ガイアナってどこ？

　今回の防災ツアーは、ベトナム、イン
ドネシア、中国、インドの外国人２３名
と日本人スタッフ７名の総勢３０名が参加
しました。幼稚園児と小学生も参加した
賑やかなツアーになりました。今年初め

てお花見と組み合わせたことで、予定を大幅に上回る参
加人数に嬉しい悲鳴です。
　南海と JR を乗り継いで天王寺まで行き、まず阿倍野
防災センターへ向かいました。防災センターは現在大規
模改修中のため、見学・体験できる施設は限られていま
すが、映像による地震体験、消火器を使った初期消火体
験、電話で火事や事件を消防署に知らせる通報体験、
VR（バーチャルリアリティ）を活用した火災からの避難
疑似体験など、約１時間の盛りだくさんで有意義な体験
を参加者みんな楽しみました。特にVRはまるで本物の

火事の中を避難しているようにリアルで、横から火が噴
きだしたときなど、思わず大声を上げてしまうくらいでし

た。また電話での通報体験では、つまりながらも一生懸
命取り組んでいました。私たち日本人スタッフもほとんど
が公衆電話での通報は初体験で、外国人以上に興奮し
ました。次回は新しくなったセンター「防災タスカル」
へまた一緒に行きましょう。
　防災体験のあとはいよいよお花見です。天王寺公園「て
んしば」へ移動して、お昼ご飯を食べました。数日前の
暖かさはどこへやら、正に寒の戻りで寒さに震えました。
食事のあと「慶沢園」で再集合。九州や関東地方には
桜の開花宣言が出ていますが、大阪はまだもう少し先の
ようです。かろうじて一つ二つ花を咲かせている桜の木
はたった一本だけでしたが、美しい日本庭園にハルカス、
茶臼山の朱塗りの橋をバックにみんなたくさん写真を撮
りました。参加者全員からとても楽しく充実したツアーだ
ったと好評をいただきました。協会からは交通費の補助
もいただき、ありがとうございました。　　　（事業部会）

地球どんぶり
防災体験＆お花見
ツアー

3 / 24
（日）

▲阿倍野防災センターでの消化体験の様子
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　２月１７日夕、泉州国際マラソン招待選手のユンジュ
ン・キムさんをホームステイゲストとして迎えました。私
達家族は以前サンフランシスコに住んだことがあり、当
地在住のキムさんとは初対面とは思えないほど話が弾み
ました。
　翌日は、来日前に友人に勧められたという「一蘭」の
ラーメンを是非食べたいという彼の希望で、大阪に出か
けました。昼食時だったこともあり、既に海外からの観
光客の長蛇の列。待つこと約３０分。念願のラーメンを
食べることができ、とても満足したとのこと。その後、
道具屋筋、黒門市場、法善寺、道頓堀等ディープな大阪

を探索。活気に満ち溢れる人々
や街並みにエネルギーを貰った
とのことでした。その晩はキム
さんの好物のお寿司でおもてな
し。ビールを飲みながら日本滞
在での感想を語ってくれました。
日本人の親切心、文化を大切
にする心等。特に、ごみがな
い道路、ホームレスを見かけな
いことなどは彼のサウス サンフ
ランシスコ市公共事業部長とい

う仕事柄、特に目に付いたのかもしれません。
　最終日の１９日はシャケ、卵焼き、海苔、納豆、味噌
汁の定番の朝食を済ませ、我が家で簡単な茶道体験をし
ました。吞み込みも早く、日本文化を大いに堪能したよ
うです。その後、水間寺、慈眼院、日根神社等を訪れ
ました。昼食後、荷造りが終わるともう出発の時間。短
いホームステイでしたが、何年も互いに友人であるかのよ
うに感じさせる３日間でした。キムさんを関空で見送り、
グッドフライトを願いながら帰路につきました。

 （大工ファミリー）

異文化理解講座
パプアニューギニア
＆バングラデシュ編
大塚　充 さん

KIX 泉州国際マラソン招待選手
ホームステイ受入
ユンジュン・キム選手（サウス サンフランシスコ）

〈日本語訳〉
 私が姉妹都市ランナー交流プログ
ラムの一員になれたことは幸運でし
た。私は2月14日から2月19日まで
岸和田を訪問しました。岸和田で文
化を学び、私の仲間たちと関係を築
いたことは、本当にすばらしく見識
に値する経験でした。岸和田市文

化国際課のスタッフは、感嘆するほど礼儀正しく親切でし
た。これは生涯の（忘れることのない）経験でした。 マラ
ソンはよく計画されていました。 たくさんの水やスポーツ
ドリンクの供給所があり、一般の人たちはすべてのランナ
ーを応援し元気づけていました。私は仏教寺院と神道神
社を訪問したり、日本料理を満喫する機会を持ちました。
コミュニティと文化は凄い！

泉州国際マラソンに出場して
岸和田市姉妹都市
サウス サンフランシスコ市公共事業部長
ユンジュン・キムさん
I was fortunate to be a part of the sister city runner exchange 
program.  I visited Kishiwada from February 14 to February 
19.  It was truly a wonderful and insightful experience to 
learn about the culture and establish relationships with my 
colleagues in Kishiwada.  The staff of Kishiwada City Cultural 
& International Affairs division were amazing, gracious, and 
kind.  This was an experience of a lifetime.  The marathon was well organized.  There were many 
water and sports drink stations and the public was cheering all the runners to keep their spirits up. 
I had the opportunity to visit the Buddhist temple and Shinto shrine and enjoy the Japanese cuisine.  
The community and culture are awesome! 
  　Eunejune Kim, Director of Public Works, City Engineer City of South San Francisco,
  　Department of Public Works.

永野岸和田市長を表敬訪問▲

　近年、国際化グローバル化の進展により帰国渡日の
児童生徒が増加している。岸和田市とて例外でない。
そこで当協会からの要望により、岸和田市教育委員会
では昨年度より「日本語指導補助員実施要領」を制定
し、日本語に大きなハンディのある彼らが楽しく安心
して学校で学習出来るように日本語補助員制度を発足
させた。現在、当協会会員３名が原則として週に１回、
市内 2 校に出向き取り出し方式のマンツーマンで支援
に当たっている。
　Ａ小学校では工夫を凝らした教材に基づき低学年複
数名を担当している。彼らは普通のクラス学習とは異
なる環境での学習に当初は戸惑い気味でした。又、正
に遊び盛りでもあり教室に入ってからも直ちに勉強開
始とはならない。先ず彼らを如何にして席に着かせる
か如何にして勉強するという雰囲気に持ち込めるか等
から始まる。そこで学習意欲を誘発する為に冒頭に「し
り取り」やカルタを行う事もあるが、最近では軌道に
乗りつつある。

　Ｂ中学校では 1 年生 3 名を対象とし「みんなの日本
語」を教科書とする。彼らは多感な思春期にあり多く
の面でストレスを感ずることも多いのか、時として情
緒不安定な面も見受けられるがサバイバル言語、生活
言語には全く問題はなく友達との交流や衝突もありコ
ミュニケーション言語は相当なレベルにある。我々が
接している児童生徒は純真真面目で友好的でもあり日
本文化に関心を示すこともあるのはうれしい限りです。
　彼らは社会的文化的、更には家庭的経済的な背景も
異なり来日時の年齢、家庭内言語や来日前の生活等一
人一人事情が異なる。学ぶための学習言語を習得する
には言語の基礎が必要で、それ無くして多面的な学力
は伸びず、本人の将来の選択肢も狭まり社会にとって
も損出です。我々は孫に接するかのような愛情を持っ
て彼らの健やかな成長を念じつつ各人の状況に応じた
きめ細やかな対応に心掛けている。

　（東田 和代、野口 礼子、奥野 藤樹）

AJT活動（市内小中学校での貴重な体験）
～岸和田市AJT制度への協力～

AJT って何のこと？

日本語がわからない外国から来た子どもたちに、
日本語のサポート、日本語教育をおこないます。
日本語サロンの子ども版です。
　※ALT（外国語指導助手）の造語。

Assistant  Japanese Teacher 

　当サロンの活動内容等を紹介し、ボラ
ンティアの皆様のご協力をお願いいたし
ます。

①所在地：JR 東岸和田駅山手、向か
　いの市民センター　4階（駐車場有、料金は協会補助）
②構成内容：ボランティア17名
　（内男性 4名はお年寄り　女性13名は美人揃い）
　サロン生は 17名　男性 4名、女性 13名
　　中国、台湾、ベトナム、フィリピン、ネパール、
　　スリランカ、タイ、アメリカ、コンゴ、チェコ、
　　アフガニスタン
③集会内容
我がサロンはお互い無理をしないで楽しみながら遊
びながらの自然習得を旨とし、マンツーマンを原則
としながらも、時にはお互いの長所欠点を生かし補い
汗を流すだけで、日本語や日本文化習慣、行政機関、
医療機関対応等、ボランティアの個性でサロン生と楽

しんでいます。先輩のアイデアは頂きますが、こうしろ！！
と命令する怖い人はいません。
④今後の課題
先ず我々の意に添わずとも、サロン生が自由に楽しく参
加出来る集会場になる事。当サロン内での 1 年に 1 回
位の意見交換。我がサロン卒業生が世界の中で貢献活
躍が出来る事を期待したいと思います。
⑤今後への希望
今後益々、他国からの友人が増える中、更なるボラン
ティアの方々がサロンに参加し、（特に 1：30～ 3：
00 昼間開催の当サロンへの参加歓迎）誰かが喜んでく
れれば、幸になってくれればとの簡単な精神で出会いを
楽しみにしています。　　　　（東岸和田日本語サロン）

日本語サロン便り　
東岸和田日本語サロン編

11/23
（祝）
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　ベロニカさんはメキシコ系アメリカ人でシアトル出身、
フェンさんは日系中国人で大連出身です。お２人の出会
いは大阪で、観光関係の仕事をしていたフェンさんが、
友だちと一緒に観光で来日していたベロニカをあちらこ
ちら案内してあげたのがきっかけです。そして１年後晴
れて結婚することになり、フェンさんの仕事場が岸和田
市内ということもあって、岸和田に住むようになりまし
た。そして第１子女の子にも「春嘉」ちゃんと日本名を
付けました。

　フェンさんは九州大学に留
学して日本歴史を専攻したと
いう頭脳明晰な方です。日
本語は非常に堪能です。座
右の銘は福沢諭吉が「学問

のすすめ」で書いた有名な一節「天は人の上に人を造ら
ず、人の下に人を造らず」です。生来、人間はすべて
平等であり、貧富・家柄・職業・社会的身分によって
差別されるべきではないという言葉に魅せられ、LINE
トークの自己ＰＲにも使用しています。
　ベロニカさんは子育てに追われ忙しい日々を過ごして
います。フェンさんが休日の日には赤ちゃん用品専門店
やスーパーマーケットへ食品を買いにドライブに出かけ

るのを非常に楽しみしています。近々シアトルと大連から
双方の両親が初孫に会いに岸和田へやって来るそうで、
その受入準備におおわらわですが、大変うれしそうです。
　おふたりのコミュニケーションは、英語、日本語、中
国語、スペイン語というマルチ言語ですが、生活するた
めには、やはり日本語が大切ですので、できるだけ日本
語で話すよう努めています。ベロニカさんは友人も通って
いる和泉市にある日本語サロンで、春嘉ちゃんを連れて
週２回通っていますが、漢字はなかなか覚えられません。
　岸和田での生活は快適です。日差しが強くない時は、
できるだけ春嘉ちゃんを乳母車に乗せて散歩するようにし
ています。岸和田人はとてもフレンドリーで気軽に話しら
れ、何でも親切に教えてくれます。ただ諸々の行政手続き
に四苦八苦していますが、ハンコを押すのが好きです。

　　　　　　　　　　　　　（塩屋　裕）

岸和田に暮らして ...
　かつては外国の街、岸和田も、住めば都となり今は自分が暮らす我が街岸和田。
そんな国際色豊かな ifa-きしわだの心強いサポーターでもある皆さんに、自分史や
岸和田での暮らしについてお話いただいています。

Living in

KISHIWADA
第 28回

第28 回は
ベロニカ  ゴンサレスさん （アメリカ）
フェン ヤマナカさん （中国）

▲ケリー公園からシアトル夜景▲大連　星海広場

■異文化理解講座
　【と　き】　２０１９年５月１２日（日）１３：００～１５：３０
　【ところ】　マドカホール　３Ｆ視聴覚室
　【講師・講題】
　　小笠原 理恵　大阪大学大学院人間科学研究科　助教
　　　　　　　　 ユネスコチェア設立準備委員会事務局
　　～日本の常識、世界の非常識！？～
　　「多文化社会における医療を考えよう」　
　【申　込】　５月７日（土）より先着順に３０名まで事務局
　　　　　　にて受付。詳しくはチラシをご覧下さい。

■English Open Café
　各国のゲストを招き映像を使いプレゼンいただき交流します。
　進行は全て英語で行います。
　　【と　き】　9月以外の第３土曜日１３：３０～１５：３０
　　【ところ】　マドカホール　３F 視聴覚室
　　　　　　　＊申込なしでどなたでも参加いただけます。

内田満弥・大塚 洋・塩屋 裕・西村紀子・三森すみ代
お問い合わせや感想などは事務局まで TEL&FAX （072）457-9694

編集担当No.119

■２０１９年度総会
　【と　き】　２０１９年４月２７日（土）１３：３０～１６：００
　【場　所】　浪切ホール　４F　交流ホール
　　Ⅱ部　琴伝流大師範　橋野澄子門下生　『大正琴演奏会』
　　　♪懐かしい曲からポップ♪までお楽しみいただきます
　　　＊詳しくはチラシをご覧の上出欠は同封の葉書でお願いします

■Mixed Roots
　外国にルーツを持つ子どもの生活支援や学習サポートを
　行います。ボランティア及び該当者を募集します。
　　【と　き】　第２・４土曜日１３：３０～１５：３０
　　【ところ】　マドカホール　３F　視聴覚室

■英語クラブ、KIMONOクラブ生随時募集
　自分の意見が言えるのを目的にした「カンガルークラブ」
　　第１・３水曜日　１０：００～１２：００
　初級英語クラブ　　　　第１・３土曜日　１０：００～１２：００
　中級英語クラブ「あすなろ」第２・４土曜日　１０：００～１２：００
　KIMONOクラブ　第２・４土曜日　１３：３０～１５：３０
　　＊クラブ費は、何れも月１，０００円、無料体験の上受講ください

E-m
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sensyu.ne.jp       U
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　２月１７日（日）の本番を控えた１５日（金）
浪切ホールにて，岸和田市姉妹都市の招待
選手・随行員の歓迎交流会が岸和田市国際
親善協会、岸和田市日中友好協会、岸和田
市日韓親善協会共催で催されました。アメリ
カ合衆国 サウスサンフランシスコ市 ユンジュ
ン・キムさん、大韓民国 ソウル特別市永登
浦区 キム・ジニさん、キム・ヒョンジュンさん、
随行員 シン・ウンギョンさん、４名を含め４
６名の参加者でした。
　ビュッフェスタイルの豪華なメニューに舌つ
づみを打ちグラスを傾けながら、選手歓迎交
流会の会場は一気に盛り上がりました。選手
たちは各テーブルを回り、出席者との記念写
真や激励の言葉を受け、それぞれ出走に挑む
固い決意を語ってくれました。「伝統ある KIX
泉州国際マラソンと岸和田市の姉妹都市プロ
グラムに参加することができ、嬉しく楽しみ
に思っています。」、「良い思い出になるように
最善をつくします。」。「ベストコンディション
なので、自己最高記録を出し、来年もぜひ参
加できるように頑張ります。」
　当日は晴れ１０℃と絶好のマラソン日和とな
り、スタート地点の浜寺公園は 6,000 人以
上のランナーで埋まりました。市長をはじめ

岸和田の皆が消防署
岸城分署前で大声援
を贈り、招待選手の
皆さんは次 と々元気よ
く通過して行きまし
た。ゴール間近の橋
はランナーたちにとっ
て厳しいものがありま
すが、走りながら田
尻スカイブリッジからの景色も楽しんだとのこと、
そして無事ゴールしました。全員完走という立派な
結果となったことを心からうれしく思います。
　３選手には今後とも岸和田市姉妹都市の交流ラン
ナーとしてご活躍されることを切望いたします。（関
連記事５頁）　　　　　　　　　　　　（広報部会）

岸和田市国際親善協会

Since 1989

第２６回
ＫＩＸ泉州国際マラソン
選手歓迎交流会 2/15（金）

2019 年

▲写真左から ユンジュン・キムさん
キム・ジニさん
キム・ヒョンジュンさん

18

岸和田市国際親善協会が
作成した防災ハンドブック。
無料で協会事務局にて配布
しています。ご希望の方は
協会事務局
TEL. 072-457-9694
までお問い合わせ下さい。

無料配布中



　初めて EOC に参加して、皆さんの熱心さに感心しま
した。ゲストの Jesse de Carteret さんはオーストラ
リアのメルボルン出身で、16 歳の時に愛知県大府にあ
る高校に交換留学生として初めて来日しました。世界 6
位の面積をもつ広大なオーストラリアですが、その約 6
～ 7 割は砂漠と乾燥地帯です。日本の約 20 倍の国土
に約１/5 の人口、そこに暮らしている人々のお話を楽し
く聞かせてくれました。食生活では、食卓に肉＋３種類
の野菜が一般的とのこと。他にも習慣、歴史、住居な
どについても興味深く説明してくれました。日本との違
いでは、時間の感覚や管理の細部までの厳格さなどに
ついて話されました。大らかな心を持たねばなぁ、と気
付かされました。 

　オーストラリアの方々が開発し
たものに、Wi-Fi、プラスチック
紙幣、人口内耳、飛行機のブラ
ックボックス等があることも紹介
してくれました。1770 年にジェ
イムスクックがニューサウスウエ
ルズ州のボタニー湾に上陸して 250 年、1828 年には全
土がイギリスの植民地に、1901 年には独立、まだ新し
い国です。 先住民であるアボリジニに対する迫害の歴史
も話してくれました。Jesse さんの話し方は穏やかで、
私たちが聞き取れるように配慮された素晴らしいプレゼ
ンでした。ご講演を有難うございました。Jesse さんの
ご多幸をお祈り申し上げます。　　　　　　（古澤 弘生）

Konstance Li さん
（香港）

　イングリッシュ　オープン　カフェでプレゼンターが、
自分が行ったことのある国からのゲストである時、自分
の旅の経験を思い出しながら聞いたり質問したりするの
は楽しいです。前半のトークが終わりティータイムになっ
た時、今日のお話のテーマは一口で言って何だと思いま
すかと聞いてみました。香港から来られた本日のプレゼ
ンター、コンスタンス・リーさんは「自分は外交官では
ないので、国の宣伝にはこだわらず、ぶっちゃけトークで
話します」と言っていきなり大スター、ジャッキー・チェ
ンのダークサイドからの評価から始めたからです。リー氏
は国際センターで６か月のスカラー・コースで日本語を
学ぶ、香港大学、オクスフォード大学院を出た東洋美術
史の学者さんなのです。ハンサムです。

　氏の話は奔放で、殆ど写真や
資料を交えず、香港のレストラン
のウェイターがぶっきら棒な理由
から、香港の病院での体験、１９
９７年以降、返還後の中国との関
わり、オクスフォードのこと、北京と上海の違い、スカラー
シップの事情など実演入りで話してくれました。　現在、
日本の鎌倉・室町時代の美術史を研究していて、京都で
雪舟などの展覧会があると香港に居ても飛行機でやってく
る、正倉院の宝物の展示にも出かけたと言うと、EOC 担
当の方が私は一度も行ったことがないと告白しました。私
も行ったことがありません。　　　　　　　　（金児　尚）

12/15
（土）

1/19
（土）

Jesse de Carteret さん
（オーストラリア）

Nana Ama Owsuaa Afriyie Kankam さん
（ガーナ）

　今回のゲストはガーナ大使館から７か月間研修で来日
しておられる、Nana さんでした。
　先ずは国旗の説明からで、　＊赤色は独立の為に流さ
れた血を　＊黄色は金、ダイヤモンド、石油などの豊
富な資源を　＊緑色は豊かな自然を＊真ん中の黒い星
は独立の希望と栄誉を＊それぞれ表わしているそうで
す。ガーナに関してはチョコレートの原料カカオ豆の産
地であるということ事と、黄熱病の研究者、野口英世
がこの地で亡くなったという知識しかなかった私にとっ
てNanaさんの映像付きのプレゼンは自分の抱いていた
イメージを払拭し新しいアフリカに触れられる貴重な経
験となりました。首都アクラ周辺には近代化された産業
施設が多くあり、インフラ整備も整っていて、教育制度

は日本と同じ６・３・３・４制で
中学卒業までは無料だということ
もおどろきでした。そして面白か
ったのは主食の一つである＊
FuFu and Soup＊の説明で、フ
フは芋などを砕いて蒸したもの、スープは沢山の豆類、
野菜、肉などの具材を煮たもので日本のスープは薄くて
水を飲んでいるみたいだったと笑っておられました。又プ
ランテーン（料理用バナナ）は食材で、私たちが想像す
るバナナとは異なるそうです。最後にガーナはとても安
全で豊かで美しい国であり、是非一度訪れて野生動物に
も触れて欲しいとのことでした。有意義な時間を共有で
きたことに感謝致します。　　　　　　　　（網代 享子）

2/16
（土）

　りんくうにある国際センターで世界の
若手外交官が日本語の研修を行っていま
す。研修の一つに日本の家庭を訪問する

「ホームビジット」のプログラムがあります。先日わが家
に 2 名の外交官が訪問してくれました。プロフィールが
送られてきた時に出た言葉が「ガイアナってどこ？」です。
もう１名はアフリカのタンザニア出身。タンザニアはマラ
ソン選手や映画「ボヘミヤンラプソディ」のクィーンのフ
レディマーキュリーの出身地で、なんとなく親近感があ
りますが、ガイアナはどこにあるのか地図さえ頭の中に
出てきませんでした。
　調べると南アメリカの東海岸に位置する小さな国です。
ガイアナの紹介文も少なく、日本で知られている有名人
も特にいません。どんな人が来るのか何を話そうか、期
待と不安が高まります。
　そして、ホームビジット当日、岸和田城などを案内し
た後、我が家で夕食。日本に来て、まだ3か月程度なのに、
日本語もよく理解し、箸の使い方も上手なのに驚くとと

もに、町を歩いている時も、看板のひらがなやカタカナ、
簡単な漢字を一生懸命読んで発音し、私に意味を聞いて
確認していたことを思い出し、日本のことを知ろうと一生
懸命勉強していることを実感し、逆に私たちももっと異
国のことを知る姿勢が必要と教えられました。彼らが今
後外交官として世界で活躍することを祈っています。　

（内田 滿弥）

関西国際センター
専門日本語研修・ホームビジット

12 /17
（月）

ガイアナってどこ？

　今回の防災ツアーは、ベトナム、イン
ドネシア、中国、インドの外国人２３名
と日本人スタッフ７名の総勢３０名が参加
しました。幼稚園児と小学生も参加した
賑やかなツアーになりました。今年初め

てお花見と組み合わせたことで、予定を大幅に上回る参
加人数に嬉しい悲鳴です。
　南海と JR を乗り継いで天王寺まで行き、まず阿倍野
防災センターへ向かいました。防災センターは現在大規
模改修中のため、見学・体験できる施設は限られていま
すが、映像による地震体験、消火器を使った初期消火体
験、電話で火事や事件を消防署に知らせる通報体験、
VR（バーチャルリアリティ）を活用した火災からの避難
疑似体験など、約１時間の盛りだくさんで有意義な体験
を参加者みんな楽しみました。特にVRはまるで本物の

火事の中を避難しているようにリアルで、横から火が噴
きだしたときなど、思わず大声を上げてしまうくらいでし

た。また電話での通報体験では、つまりながらも一生懸
命取り組んでいました。私たち日本人スタッフもほとんど
が公衆電話での通報は初体験で、外国人以上に興奮し
ました。次回は新しくなったセンター「防災タスカル」
へまた一緒に行きましょう。
　防災体験のあとはいよいよお花見です。天王寺公園「て
んしば」へ移動して、お昼ご飯を食べました。数日前の
暖かさはどこへやら、正に寒の戻りで寒さに震えました。
食事のあと「慶沢園」で再集合。九州や関東地方には
桜の開花宣言が出ていますが、大阪はまだもう少し先の
ようです。かろうじて一つ二つ花を咲かせている桜の木
はたった一本だけでしたが、美しい日本庭園にハルカス、
茶臼山の朱塗りの橋をバックにみんなたくさん写真を撮
りました。参加者全員からとても楽しく充実したツアーだ
ったと好評をいただきました。協会からは交通費の補助
もいただき、ありがとうございました。　　　（事業部会）

地球どんぶり
防災体験＆お花見
ツアー

3 / 24
（日）

▲阿倍野防災センターでの消化体験の様子
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　２月１７日夕、泉州国際マラソン招待選手のユンジュ
ン・キムさんをホームステイゲストとして迎えました。私
達家族は以前サンフランシスコに住んだことがあり、当
地在住のキムさんとは初対面とは思えないほど話が弾み
ました。
　翌日は、来日前に友人に勧められたという「一蘭」の
ラーメンを是非食べたいという彼の希望で、大阪に出か
けました。昼食時だったこともあり、既に海外からの観
光客の長蛇の列。待つこと約３０分。念願のラーメンを
食べることができ、とても満足したとのこと。その後、
道具屋筋、黒門市場、法善寺、道頓堀等ディープな大阪

を探索。活気に満ち溢れる人々
や街並みにエネルギーを貰った
とのことでした。その晩はキム
さんの好物のお寿司でおもてな
し。ビールを飲みながら日本滞
在での感想を語ってくれました。
日本人の親切心、文化を大切
にする心等。特に、ごみがな
い道路、ホームレスを見かけな
いことなどは彼のサウス サンフ
ランシスコ市公共事業部長とい

う仕事柄、特に目に付いたのかもしれません。
　最終日の１９日はシャケ、卵焼き、海苔、納豆、味噌
汁の定番の朝食を済ませ、我が家で簡単な茶道体験をし
ました。吞み込みも早く、日本文化を大いに堪能したよ
うです。その後、水間寺、慈眼院、日根神社等を訪れ
ました。昼食後、荷造りが終わるともう出発の時間。短
いホームステイでしたが、何年も互いに友人であるかのよ
うに感じさせる３日間でした。キムさんを関空で見送り、
グッドフライトを願いながら帰路につきました。

 （大工ファミリー）

異文化理解講座
パプアニューギニア
＆バングラデシュ編
大塚　充 さん

KIX 泉州国際マラソン招待選手
ホームステイ受入
ユンジュン・キム選手（サウス サンフランシスコ）

〈日本語訳〉
 私が姉妹都市ランナー交流プログ
ラムの一員になれたことは幸運でし
た。私は2月14日から2月19日まで
岸和田を訪問しました。岸和田で文
化を学び、私の仲間たちと関係を築
いたことは、本当にすばらしく見識
に値する経験でした。岸和田市文

化国際課のスタッフは、感嘆するほど礼儀正しく親切でし
た。これは生涯の（忘れることのない）経験でした。 マラ
ソンはよく計画されていました。 たくさんの水やスポーツ
ドリンクの供給所があり、一般の人たちはすべてのランナ
ーを応援し元気づけていました。私は仏教寺院と神道神
社を訪問したり、日本料理を満喫する機会を持ちました。
コミュニティと文化は凄い！

泉州国際マラソンに出場して
岸和田市姉妹都市
サウス サンフランシスコ市公共事業部長
ユンジュン・キムさん
I was fortunate to be a part of the sister city runner exchange 
program.  I visited Kishiwada from February 14 to February 
19.  It was truly a wonderful and insightful experience to 
learn about the culture and establish relationships with my 
colleagues in Kishiwada.  The staff of Kishiwada City Cultural 
& International Affairs division were amazing, gracious, and 
kind.  This was an experience of a lifetime.  The marathon was well organized.  There were many 
water and sports drink stations and the public was cheering all the runners to keep their spirits up. 
I had the opportunity to visit the Buddhist temple and Shinto shrine and enjoy the Japanese cuisine.  
The community and culture are awesome! 
  　Eunejune Kim, Director of Public Works, City Engineer City of South San Francisco,
  　Department of Public Works.

永野岸和田市長を表敬訪問▲

　近年、国際化グローバル化の進展により帰国渡日の
児童生徒が増加している。岸和田市とて例外でない。
そこで当協会からの要望により、岸和田市教育委員会
では昨年度より「日本語指導補助員実施要領」を制定
し、日本語に大きなハンディのある彼らが楽しく安心
して学校で学習出来るように日本語補助員制度を発足
させた。現在、当協会会員３名が原則として週に１回、
市内 2 校に出向き取り出し方式のマンツーマンで支援
に当たっている。
　Ａ小学校では工夫を凝らした教材に基づき低学年複
数名を担当している。彼らは普通のクラス学習とは異
なる環境での学習に当初は戸惑い気味でした。又、正
に遊び盛りでもあり教室に入ってからも直ちに勉強開
始とはならない。先ず彼らを如何にして席に着かせる
か如何にして勉強するという雰囲気に持ち込めるか等
から始まる。そこで学習意欲を誘発する為に冒頭に「し
り取り」やカルタを行う事もあるが、最近では軌道に
乗りつつある。

　Ｂ中学校では 1 年生 3 名を対象とし「みんなの日本
語」を教科書とする。彼らは多感な思春期にあり多く
の面でストレスを感ずることも多いのか、時として情
緒不安定な面も見受けられるがサバイバル言語、生活
言語には全く問題はなく友達との交流や衝突もありコ
ミュニケーション言語は相当なレベルにある。我々が
接している児童生徒は純真真面目で友好的でもあり日
本文化に関心を示すこともあるのはうれしい限りです。
　彼らは社会的文化的、更には家庭的経済的な背景も
異なり来日時の年齢、家庭内言語や来日前の生活等一
人一人事情が異なる。学ぶための学習言語を習得する
には言語の基礎が必要で、それ無くして多面的な学力
は伸びず、本人の将来の選択肢も狭まり社会にとって
も損出です。我々は孫に接するかのような愛情を持っ
て彼らの健やかな成長を念じつつ各人の状況に応じた
きめ細やかな対応に心掛けている。

　（東田 和代、野口 礼子、奥野 藤樹）

AJT活動（市内小中学校での貴重な体験）
～岸和田市AJT制度への協力～

AJT って何のこと？

日本語がわからない外国から来た子どもたちに、
日本語のサポート、日本語教育をおこないます。
日本語サロンの子ども版です。
　※ALT（外国語指導助手）の造語。

Assistant  Japanese Teacher 

　当サロンの活動内容等を紹介し、ボラ
ンティアの皆様のご協力をお願いいたし
ます。

①所在地：JR 東岸和田駅山手、向か
　いの市民センター　4階（駐車場有、料金は協会補助）
②構成内容：ボランティア17名
　（内男性 4名はお年寄り　女性13名は美人揃い）
　サロン生は 17名　男性 4名、女性 13名
　　中国、台湾、ベトナム、フィリピン、ネパール、
　　スリランカ、タイ、アメリカ、コンゴ、チェコ、
　　アフガニスタン
③集会内容
我がサロンはお互い無理をしないで楽しみながら遊
びながらの自然習得を旨とし、マンツーマンを原則
としながらも、時にはお互いの長所欠点を生かし補い
汗を流すだけで、日本語や日本文化習慣、行政機関、
医療機関対応等、ボランティアの個性でサロン生と楽

しんでいます。先輩のアイデアは頂きますが、こうしろ！！
と命令する怖い人はいません。
④今後の課題
先ず我々の意に添わずとも、サロン生が自由に楽しく参
加出来る集会場になる事。当サロン内での 1 年に 1 回
位の意見交換。我がサロン卒業生が世界の中で貢献活
躍が出来る事を期待したいと思います。
⑤今後への希望
今後益々、他国からの友人が増える中、更なるボラン
ティアの方々がサロンに参加し、（特に 1：30～ 3：
00 昼間開催の当サロンへの参加歓迎）誰かが喜んでく
れれば、幸になってくれればとの簡単な精神で出会いを
楽しみにしています。　　　　（東岸和田日本語サロン）

日本語サロン便り　
東岸和田日本語サロン編

11/23
（祝）
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　初めて EOC に参加して、皆さんの熱心さに感心しま
した。ゲストの Jesse de Carteret さんはオーストラ
リアのメルボルン出身で、16 歳の時に愛知県大府にあ
る高校に交換留学生として初めて来日しました。世界 6
位の面積をもつ広大なオーストラリアですが、その約 6
～ 7 割は砂漠と乾燥地帯です。日本の約 20 倍の国土
に約１/5 の人口、そこに暮らしている人々のお話を楽し
く聞かせてくれました。食生活では、食卓に肉＋３種類
の野菜が一般的とのこと。他にも習慣、歴史、住居な
どについても興味深く説明してくれました。日本との違
いでは、時間の感覚や管理の細部までの厳格さなどに
ついて話されました。大らかな心を持たねばなぁ、と気
付かされました。 

　オーストラリアの方々が開発し
たものに、Wi-Fi、プラスチック
紙幣、人口内耳、飛行機のブラ
ックボックス等があることも紹介
してくれました。1770 年にジェ
イムスクックがニューサウスウエ
ルズ州のボタニー湾に上陸して 250 年、1828 年には全
土がイギリスの植民地に、1901 年には独立、まだ新し
い国です。 先住民であるアボリジニに対する迫害の歴史
も話してくれました。Jesse さんの話し方は穏やかで、
私たちが聞き取れるように配慮された素晴らしいプレゼ
ンでした。ご講演を有難うございました。Jesse さんの
ご多幸をお祈り申し上げます。　　　　　　（古澤 弘生）

Konstance Li さん
（香港）

　イングリッシュ　オープン　カフェでプレゼンターが、
自分が行ったことのある国からのゲストである時、自分
の旅の経験を思い出しながら聞いたり質問したりするの
は楽しいです。前半のトークが終わりティータイムになっ
た時、今日のお話のテーマは一口で言って何だと思いま
すかと聞いてみました。香港から来られた本日のプレゼ
ンター、コンスタンス・リーさんは「自分は外交官では
ないので、国の宣伝にはこだわらず、ぶっちゃけトークで
話します」と言っていきなり大スター、ジャッキー・チェ
ンのダークサイドからの評価から始めたからです。リー氏
は国際センターで６か月のスカラー・コースで日本語を
学ぶ、香港大学、オクスフォード大学院を出た東洋美術
史の学者さんなのです。ハンサムです。

　氏の話は奔放で、殆ど写真や
資料を交えず、香港のレストラン
のウェイターがぶっきら棒な理由
から、香港の病院での体験、１９
９７年以降、返還後の中国との関
わり、オクスフォードのこと、北京と上海の違い、スカラー
シップの事情など実演入りで話してくれました。　現在、
日本の鎌倉・室町時代の美術史を研究していて、京都で
雪舟などの展覧会があると香港に居ても飛行機でやってく
る、正倉院の宝物の展示にも出かけたと言うと、EOC 担
当の方が私は一度も行ったことがないと告白しました。私
も行ったことがありません。　　　　　　　　（金児　尚）

12/15
（土）

1/19
（土）

Jesse de Carteret さん
（オーストラリア）

Nana Ama Owsuaa Afriyie Kankam さん
（ガーナ）

　今回のゲストはガーナ大使館から７か月間研修で来日
しておられる、Nana さんでした。
　先ずは国旗の説明からで、　＊赤色は独立の為に流さ
れた血を　＊黄色は金、ダイヤモンド、石油などの豊
富な資源を　＊緑色は豊かな自然を＊真ん中の黒い星
は独立の希望と栄誉を＊それぞれ表わしているそうで
す。ガーナに関してはチョコレートの原料カカオ豆の産
地であるということ事と、黄熱病の研究者、野口英世
がこの地で亡くなったという知識しかなかった私にとっ
てNanaさんの映像付きのプレゼンは自分の抱いていた
イメージを払拭し新しいアフリカに触れられる貴重な経
験となりました。首都アクラ周辺には近代化された産業
施設が多くあり、インフラ整備も整っていて、教育制度

は日本と同じ６・３・３・４制で
中学卒業までは無料だということ
もおどろきでした。そして面白か
ったのは主食の一つである＊
FuFu and Soup＊の説明で、フ
フは芋などを砕いて蒸したもの、スープは沢山の豆類、
野菜、肉などの具材を煮たもので日本のスープは薄くて
水を飲んでいるみたいだったと笑っておられました。又プ
ランテーン（料理用バナナ）は食材で、私たちが想像す
るバナナとは異なるそうです。最後にガーナはとても安
全で豊かで美しい国であり、是非一度訪れて野生動物に
も触れて欲しいとのことでした。有意義な時間を共有で
きたことに感謝致します。　　　　　　　　（網代 享子）

2/16
（土）

　りんくうにある国際センターで世界の
若手外交官が日本語の研修を行っていま
す。研修の一つに日本の家庭を訪問する

「ホームビジット」のプログラムがあります。先日わが家
に 2 名の外交官が訪問してくれました。プロフィールが
送られてきた時に出た言葉が「ガイアナってどこ？」です。
もう１名はアフリカのタンザニア出身。タンザニアはマラ
ソン選手や映画「ボヘミヤンラプソディ」のクィーンのフ
レディマーキュリーの出身地で、なんとなく親近感があ
りますが、ガイアナはどこにあるのか地図さえ頭の中に
出てきませんでした。
　調べると南アメリカの東海岸に位置する小さな国です。
ガイアナの紹介文も少なく、日本で知られている有名人
も特にいません。どんな人が来るのか何を話そうか、期
待と不安が高まります。
　そして、ホームビジット当日、岸和田城などを案内し
た後、我が家で夕食。日本に来て、まだ3か月程度なのに、
日本語もよく理解し、箸の使い方も上手なのに驚くとと

もに、町を歩いている時も、看板のひらがなやカタカナ、
簡単な漢字を一生懸命読んで発音し、私に意味を聞いて
確認していたことを思い出し、日本のことを知ろうと一生
懸命勉強していることを実感し、逆に私たちももっと異
国のことを知る姿勢が必要と教えられました。彼らが今
後外交官として世界で活躍することを祈っています。　

（内田 滿弥）

関西国際センター
専門日本語研修・ホームビジット

12 /17
（月）

ガイアナってどこ？

　今回の防災ツアーは、ベトナム、イン
ドネシア、中国、インドの外国人２３名
と日本人スタッフ７名の総勢３０名が参加
しました。幼稚園児と小学生も参加した
賑やかなツアーになりました。今年初め

てお花見と組み合わせたことで、予定を大幅に上回る参
加人数に嬉しい悲鳴です。
　南海と JR を乗り継いで天王寺まで行き、まず阿倍野
防災センターへ向かいました。防災センターは現在大規
模改修中のため、見学・体験できる施設は限られていま
すが、映像による地震体験、消火器を使った初期消火体
験、電話で火事や事件を消防署に知らせる通報体験、
VR（バーチャルリアリティ）を活用した火災からの避難
疑似体験など、約１時間の盛りだくさんで有意義な体験
を参加者みんな楽しみました。特にVRはまるで本物の

火事の中を避難しているようにリアルで、横から火が噴
きだしたときなど、思わず大声を上げてしまうくらいでし

た。また電話での通報体験では、つまりながらも一生懸
命取り組んでいました。私たち日本人スタッフもほとんど
が公衆電話での通報は初体験で、外国人以上に興奮し
ました。次回は新しくなったセンター「防災タスカル」
へまた一緒に行きましょう。
　防災体験のあとはいよいよお花見です。天王寺公園「て
んしば」へ移動して、お昼ご飯を食べました。数日前の
暖かさはどこへやら、正に寒の戻りで寒さに震えました。
食事のあと「慶沢園」で再集合。九州や関東地方には
桜の開花宣言が出ていますが、大阪はまだもう少し先の
ようです。かろうじて一つ二つ花を咲かせている桜の木
はたった一本だけでしたが、美しい日本庭園にハルカス、
茶臼山の朱塗りの橋をバックにみんなたくさん写真を撮
りました。参加者全員からとても楽しく充実したツアーだ
ったと好評をいただきました。協会からは交通費の補助
もいただき、ありがとうございました。　　　（事業部会）

地球どんぶり
防災体験＆お花見
ツアー

3 / 24
（日）

▲阿倍野防災センターでの消化体験の様子
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　２月１７日夕、泉州国際マラソン招待選手のユンジュ
ン・キムさんをホームステイゲストとして迎えました。私
達家族は以前サンフランシスコに住んだことがあり、当
地在住のキムさんとは初対面とは思えないほど話が弾み
ました。
　翌日は、来日前に友人に勧められたという「一蘭」の
ラーメンを是非食べたいという彼の希望で、大阪に出か
けました。昼食時だったこともあり、既に海外からの観
光客の長蛇の列。待つこと約３０分。念願のラーメンを
食べることができ、とても満足したとのこと。その後、
道具屋筋、黒門市場、法善寺、道頓堀等ディープな大阪

を探索。活気に満ち溢れる人々
や街並みにエネルギーを貰った
とのことでした。その晩はキム
さんの好物のお寿司でおもてな
し。ビールを飲みながら日本滞
在での感想を語ってくれました。
日本人の親切心、文化を大切
にする心等。特に、ごみがな
い道路、ホームレスを見かけな
いことなどは彼のサウス サンフ
ランシスコ市公共事業部長とい

う仕事柄、特に目に付いたのかもしれません。
　最終日の１９日はシャケ、卵焼き、海苔、納豆、味噌
汁の定番の朝食を済ませ、我が家で簡単な茶道体験をし
ました。吞み込みも早く、日本文化を大いに堪能したよ
うです。その後、水間寺、慈眼院、日根神社等を訪れ
ました。昼食後、荷造りが終わるともう出発の時間。短
いホームステイでしたが、何年も互いに友人であるかのよ
うに感じさせる３日間でした。キムさんを関空で見送り、
グッドフライトを願いながら帰路につきました。

 （大工ファミリー）

異文化理解講座
パプアニューギニア
＆バングラデシュ編
大塚　充 さん

KIX 泉州国際マラソン招待選手
ホームステイ受入
ユンジュン・キム選手（サウス サンフランシスコ）

〈日本語訳〉
 私が姉妹都市ランナー交流プログ
ラムの一員になれたことは幸運でし
た。私は2月14日から2月19日まで
岸和田を訪問しました。岸和田で文
化を学び、私の仲間たちと関係を築
いたことは、本当にすばらしく見識
に値する経験でした。岸和田市文

化国際課のスタッフは、感嘆するほど礼儀正しく親切でし
た。これは生涯の（忘れることのない）経験でした。 マラ
ソンはよく計画されていました。 たくさんの水やスポーツ
ドリンクの供給所があり、一般の人たちはすべてのランナ
ーを応援し元気づけていました。私は仏教寺院と神道神
社を訪問したり、日本料理を満喫する機会を持ちました。
コミュニティと文化は凄い！

泉州国際マラソンに出場して
岸和田市姉妹都市
サウス サンフランシスコ市公共事業部長
ユンジュン・キムさん
I was fortunate to be a part of the sister city runner exchange 
program.  I visited Kishiwada from February 14 to February 
19.  It was truly a wonderful and insightful experience to 
learn about the culture and establish relationships with my 
colleagues in Kishiwada.  The staff of Kishiwada City Cultural 
& International Affairs division were amazing, gracious, and 
kind.  This was an experience of a lifetime.  The marathon was well organized.  There were many 
water and sports drink stations and the public was cheering all the runners to keep their spirits up. 
I had the opportunity to visit the Buddhist temple and Shinto shrine and enjoy the Japanese cuisine.  
The community and culture are awesome! 
  　Eunejune Kim, Director of Public Works, City Engineer City of South San Francisco,
  　Department of Public Works.

永野岸和田市長を表敬訪問▲

　近年、国際化グローバル化の進展により帰国渡日の
児童生徒が増加している。岸和田市とて例外でない。
そこで当協会からの要望により、岸和田市教育委員会
では昨年度より「日本語指導補助員実施要領」を制定
し、日本語に大きなハンディのある彼らが楽しく安心
して学校で学習出来るように日本語補助員制度を発足
させた。現在、当協会会員３名が原則として週に１回、
市内 2 校に出向き取り出し方式のマンツーマンで支援
に当たっている。
　Ａ小学校では工夫を凝らした教材に基づき低学年複
数名を担当している。彼らは普通のクラス学習とは異
なる環境での学習に当初は戸惑い気味でした。又、正
に遊び盛りでもあり教室に入ってからも直ちに勉強開
始とはならない。先ず彼らを如何にして席に着かせる
か如何にして勉強するという雰囲気に持ち込めるか等
から始まる。そこで学習意欲を誘発する為に冒頭に「し
り取り」やカルタを行う事もあるが、最近では軌道に
乗りつつある。

　Ｂ中学校では 1 年生 3 名を対象とし「みんなの日本
語」を教科書とする。彼らは多感な思春期にあり多く
の面でストレスを感ずることも多いのか、時として情
緒不安定な面も見受けられるがサバイバル言語、生活
言語には全く問題はなく友達との交流や衝突もありコ
ミュニケーション言語は相当なレベルにある。我々が
接している児童生徒は純真真面目で友好的でもあり日
本文化に関心を示すこともあるのはうれしい限りです。
　彼らは社会的文化的、更には家庭的経済的な背景も
異なり来日時の年齢、家庭内言語や来日前の生活等一
人一人事情が異なる。学ぶための学習言語を習得する
には言語の基礎が必要で、それ無くして多面的な学力
は伸びず、本人の将来の選択肢も狭まり社会にとって
も損出です。我々は孫に接するかのような愛情を持っ
て彼らの健やかな成長を念じつつ各人の状況に応じた
きめ細やかな対応に心掛けている。

　（東田 和代、野口 礼子、奥野 藤樹）

AJT活動（市内小中学校での貴重な体験）
～岸和田市AJT制度への協力～

AJT って何のこと？

日本語がわからない外国から来た子どもたちに、
日本語のサポート、日本語教育をおこないます。
日本語サロンの子ども版です。
　※ALT（外国語指導助手）の造語。

Assistant  Japanese Teacher 

　当サロンの活動内容等を紹介し、ボラ
ンティアの皆様のご協力をお願いいたし
ます。

①所在地：JR 東岸和田駅山手、向か
　いの市民センター　4階（駐車場有、料金は協会補助）
②構成内容：ボランティア17名
　（内男性 4名はお年寄り　女性13名は美人揃い）
　サロン生は 17名　男性 4名、女性 13名
　　中国、台湾、ベトナム、フィリピン、ネパール、
　　スリランカ、タイ、アメリカ、コンゴ、チェコ、
　　アフガニスタン
③集会内容
我がサロンはお互い無理をしないで楽しみながら遊
びながらの自然習得を旨とし、マンツーマンを原則
としながらも、時にはお互いの長所欠点を生かし補い
汗を流すだけで、日本語や日本文化習慣、行政機関、
医療機関対応等、ボランティアの個性でサロン生と楽

しんでいます。先輩のアイデアは頂きますが、こうしろ！！
と命令する怖い人はいません。
④今後の課題
先ず我々の意に添わずとも、サロン生が自由に楽しく参
加出来る集会場になる事。当サロン内での 1 年に 1 回
位の意見交換。我がサロン卒業生が世界の中で貢献活
躍が出来る事を期待したいと思います。
⑤今後への希望
今後益々、他国からの友人が増える中、更なるボラン
ティアの方々がサロンに参加し、（特に 1：30～ 3：
00 昼間開催の当サロンへの参加歓迎）誰かが喜んでく
れれば、幸になってくれればとの簡単な精神で出会いを
楽しみにしています。　　　　（東岸和田日本語サロン）

日本語サロン便り　
東岸和田日本語サロン編

11/23
（祝）
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　ベロニカさんはメキシコ系アメリカ人でシアトル出身、
フェンさんは日系中国人で大連出身です。お２人の出会
いは大阪で、観光関係の仕事をしていたフェンさんが、
友だちと一緒に観光で来日していたベロニカをあちらこ
ちら案内してあげたのがきっかけです。そして１年後晴
れて結婚することになり、フェンさんの仕事場が岸和田
市内ということもあって、岸和田に住むようになりまし
た。そして第１子女の子にも「春嘉」ちゃんと日本名を
付けました。

　フェンさんは九州大学に留
学して日本歴史を専攻したと
いう頭脳明晰な方です。日
本語は非常に堪能です。座
右の銘は福沢諭吉が「学問

のすすめ」で書いた有名な一節「天は人の上に人を造ら
ず、人の下に人を造らず」です。生来、人間はすべて
平等であり、貧富・家柄・職業・社会的身分によって
差別されるべきではないという言葉に魅せられ、LINE
トークの自己ＰＲにも使用しています。
　ベロニカさんは子育てに追われ忙しい日々を過ごして
います。フェンさんが休日の日には赤ちゃん用品専門店
やスーパーマーケットへ食品を買いにドライブに出かけ

るのを非常に楽しみしています。近々シアトルと大連から
双方の両親が初孫に会いに岸和田へやって来るそうで、
その受入準備におおわらわですが、大変うれしそうです。
　おふたりのコミュニケーションは、英語、日本語、中
国語、スペイン語というマルチ言語ですが、生活するた
めには、やはり日本語が大切ですので、できるだけ日本
語で話すよう努めています。ベロニカさんは友人も通って
いる和泉市にある日本語サロンで、春嘉ちゃんを連れて
週２回通っていますが、漢字はなかなか覚えられません。
　岸和田での生活は快適です。日差しが強くない時は、
できるだけ春嘉ちゃんを乳母車に乗せて散歩するようにし
ています。岸和田人はとてもフレンドリーで気軽に話しら
れ、何でも親切に教えてくれます。ただ諸々の行政手続き
に四苦八苦していますが、ハンコを押すのが好きです。

　　　　　　　　　　　　　（塩屋　裕）

岸和田に暮らして ...
　かつては外国の街、岸和田も、住めば都となり今は自分が暮らす我が街岸和田。
そんな国際色豊かな ifa-きしわだの心強いサポーターでもある皆さんに、自分史や
岸和田での暮らしについてお話いただいています。

Living in

KISHIWADA
第 28回

第28 回は
ベロニカ  ゴンサレスさん （アメリカ）
フェン ヤマナカさん （中国）

▲ケリー公園からシアトル夜景▲大連　星海広場

■異文化理解講座
　【と　き】　２０１９年５月１２日（日）１３：００～１５：３０
　【ところ】　マドカホール　３Ｆ視聴覚室
　【講師・講題】
　　小笠原 理恵　大阪大学大学院人間科学研究科　助教
　　　　　　　　 ユネスコチェア設立準備委員会事務局
　　～日本の常識、世界の非常識！？～
　　「多文化社会における医療を考えよう」　
　【申　込】　５月７日（土）より先着順に３０名まで事務局
　　　　　　にて受付。詳しくはチラシをご覧下さい。

■English Open Café
　各国のゲストを招き映像を使いプレゼンいただき交流します。
　進行は全て英語で行います。
　　【と　き】　9月以外の第３土曜日１３：３０～１５：３０
　　【ところ】　マドカホール　３F 視聴覚室
　　　　　　　＊申込なしでどなたでも参加いただけます。

内田満弥・大塚 洋・塩屋 裕・西村紀子・三森すみ代
お問い合わせや感想などは事務局まで TEL&FAX （072）457-9694

編集担当No.119

■２０１９年度総会
　【と　き】　２０１９年４月２７日（土）１３：３０～１６：００
　【場　所】　浪切ホール　４F　交流ホール
　　Ⅱ部　琴伝流大師範　橋野澄子門下生　『大正琴演奏会』
　　　♪懐かしい曲からポップ♪までお楽しみいただきます
　　　＊詳しくはチラシをご覧の上出欠は同封の葉書でお願いします

■Mixed Roots
　外国にルーツを持つ子どもの生活支援や学習サポートを
　行います。ボランティア及び該当者を募集します。
　　【と　き】　第２・４土曜日１３：３０～１５：３０
　　【ところ】　マドカホール　３F　視聴覚室

■英語クラブ、KIMONOクラブ生随時募集
　自分の意見が言えるのを目的にした「カンガルークラブ」
　　第１・３水曜日　１０：００～１２：００
　初級英語クラブ　　　　第１・３土曜日　１０：００～１２：００
　中級英語クラブ「あすなろ」第２・４土曜日　１０：００～１２：００
　KIMONOクラブ　第２・４土曜日　１３：３０～１５：３０
　　＊クラブ費は、何れも月１，０００円、無料体験の上受講ください

E-m
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　２月１７日（日）の本番を控えた１５日（金）
浪切ホールにて，岸和田市姉妹都市の招待
選手・随行員の歓迎交流会が岸和田市国際
親善協会、岸和田市日中友好協会、岸和田
市日韓親善協会共催で催されました。アメリ
カ合衆国 サウスサンフランシスコ市 ユンジュ
ン・キムさん、大韓民国 ソウル特別市永登
浦区 キム・ジニさん、キム・ヒョンジュンさん、
随行員 シン・ウンギョンさん、４名を含め４
６名の参加者でした。
　ビュッフェスタイルの豪華なメニューに舌つ
づみを打ちグラスを傾けながら、選手歓迎交
流会の会場は一気に盛り上がりました。選手
たちは各テーブルを回り、出席者との記念写
真や激励の言葉を受け、それぞれ出走に挑む
固い決意を語ってくれました。「伝統ある KIX
泉州国際マラソンと岸和田市の姉妹都市プロ
グラムに参加することができ、嬉しく楽しみ
に思っています。」、「良い思い出になるように
最善をつくします。」。「ベストコンディション
なので、自己最高記録を出し、来年もぜひ参
加できるように頑張ります。」
　当日は晴れ１０℃と絶好のマラソン日和とな
り、スタート地点の浜寺公園は 6,000 人以
上のランナーで埋まりました。市長をはじめ

岸和田の皆が消防署
岸城分署前で大声援
を贈り、招待選手の
皆さんは次 と々元気よ
く通過して行きまし
た。ゴール間近の橋
はランナーたちにとっ
て厳しいものがありま
すが、走りながら田
尻スカイブリッジからの景色も楽しんだとのこと、
そして無事ゴールしました。全員完走という立派な
結果となったことを心からうれしく思います。
　３選手には今後とも岸和田市姉妹都市の交流ラン
ナーとしてご活躍されることを切望いたします。（関
連記事５頁）　　　　　　　　　　　　（広報部会）

岸和田市国際親善協会

Since 1989

第２６回
ＫＩＸ泉州国際マラソン
選手歓迎交流会 2/15（金）

2019 年

▲写真左から ユンジュン・キムさん
キム・ジニさん
キム・ヒョンジュンさん
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岸和田市国際親善協会が
作成した防災ハンドブック。
無料で協会事務局にて配布
しています。ご希望の方は
協会事務局
TEL. 072-457-9694
までお問い合わせ下さい。

無料配布中



　初めて EOC に参加して、皆さんの熱心さに感心しま
した。ゲストの Jesse de Carteret さんはオーストラ
リアのメルボルン出身で、16 歳の時に愛知県大府にあ
る高校に交換留学生として初めて来日しました。世界 6
位の面積をもつ広大なオーストラリアですが、その約 6
～ 7 割は砂漠と乾燥地帯です。日本の約 20 倍の国土
に約１/5 の人口、そこに暮らしている人々のお話を楽し
く聞かせてくれました。食生活では、食卓に肉＋３種類
の野菜が一般的とのこと。他にも習慣、歴史、住居な
どについても興味深く説明してくれました。日本との違
いでは、時間の感覚や管理の細部までの厳格さなどに
ついて話されました。大らかな心を持たねばなぁ、と気
付かされました。 

　オーストラリアの方々が開発し
たものに、Wi-Fi、プラスチック
紙幣、人口内耳、飛行機のブラ
ックボックス等があることも紹介
してくれました。1770 年にジェ
イムスクックがニューサウスウエ
ルズ州のボタニー湾に上陸して 250 年、1828 年には全
土がイギリスの植民地に、1901 年には独立、まだ新し
い国です。 先住民であるアボリジニに対する迫害の歴史
も話してくれました。Jesse さんの話し方は穏やかで、
私たちが聞き取れるように配慮された素晴らしいプレゼ
ンでした。ご講演を有難うございました。Jesse さんの
ご多幸をお祈り申し上げます。　　　　　　（古澤 弘生）

Konstance Li さん
（香港）

　イングリッシュ　オープン　カフェでプレゼンターが、
自分が行ったことのある国からのゲストである時、自分
の旅の経験を思い出しながら聞いたり質問したりするの
は楽しいです。前半のトークが終わりティータイムになっ
た時、今日のお話のテーマは一口で言って何だと思いま
すかと聞いてみました。香港から来られた本日のプレゼ
ンター、コンスタンス・リーさんは「自分は外交官では
ないので、国の宣伝にはこだわらず、ぶっちゃけトークで
話します」と言っていきなり大スター、ジャッキー・チェ
ンのダークサイドからの評価から始めたからです。リー氏
は国際センターで６か月のスカラー・コースで日本語を
学ぶ、香港大学、オクスフォード大学院を出た東洋美術
史の学者さんなのです。ハンサムです。

　氏の話は奔放で、殆ど写真や
資料を交えず、香港のレストラン
のウェイターがぶっきら棒な理由
から、香港の病院での体験、１９
９７年以降、返還後の中国との関
わり、オクスフォードのこと、北京と上海の違い、スカラー
シップの事情など実演入りで話してくれました。　現在、
日本の鎌倉・室町時代の美術史を研究していて、京都で
雪舟などの展覧会があると香港に居ても飛行機でやってく
る、正倉院の宝物の展示にも出かけたと言うと、EOC 担
当の方が私は一度も行ったことがないと告白しました。私
も行ったことがありません。　　　　　　　　（金児　尚）

12/15
（土）

1/19
（土）

Jesse de Carteret さん
（オーストラリア）

Nana Ama Owsuaa Afriyie Kankam さん
（ガーナ）

　今回のゲストはガーナ大使館から７か月間研修で来日
しておられる、Nana さんでした。
　先ずは国旗の説明からで、　＊赤色は独立の為に流さ
れた血を　＊黄色は金、ダイヤモンド、石油などの豊
富な資源を　＊緑色は豊かな自然を＊真ん中の黒い星
は独立の希望と栄誉を＊それぞれ表わしているそうで
す。ガーナに関してはチョコレートの原料カカオ豆の産
地であるということ事と、黄熱病の研究者、野口英世
がこの地で亡くなったという知識しかなかった私にとっ
てNanaさんの映像付きのプレゼンは自分の抱いていた
イメージを払拭し新しいアフリカに触れられる貴重な経
験となりました。首都アクラ周辺には近代化された産業
施設が多くあり、インフラ整備も整っていて、教育制度

は日本と同じ６・３・３・４制で
中学卒業までは無料だということ
もおどろきでした。そして面白か
ったのは主食の一つである＊
FuFu and Soup＊の説明で、フ
フは芋などを砕いて蒸したもの、スープは沢山の豆類、
野菜、肉などの具材を煮たもので日本のスープは薄くて
水を飲んでいるみたいだったと笑っておられました。又プ
ランテーン（料理用バナナ）は食材で、私たちが想像す
るバナナとは異なるそうです。最後にガーナはとても安
全で豊かで美しい国であり、是非一度訪れて野生動物に
も触れて欲しいとのことでした。有意義な時間を共有で
きたことに感謝致します。　　　　　　　　（網代 享子）

2/16
（土）

　りんくうにある国際センターで世界の
若手外交官が日本語の研修を行っていま
す。研修の一つに日本の家庭を訪問する

「ホームビジット」のプログラムがあります。先日わが家
に 2 名の外交官が訪問してくれました。プロフィールが
送られてきた時に出た言葉が「ガイアナってどこ？」です。
もう１名はアフリカのタンザニア出身。タンザニアはマラ
ソン選手や映画「ボヘミヤンラプソディ」のクィーンのフ
レディマーキュリーの出身地で、なんとなく親近感があ
りますが、ガイアナはどこにあるのか地図さえ頭の中に
出てきませんでした。
　調べると南アメリカの東海岸に位置する小さな国です。
ガイアナの紹介文も少なく、日本で知られている有名人
も特にいません。どんな人が来るのか何を話そうか、期
待と不安が高まります。
　そして、ホームビジット当日、岸和田城などを案内し
た後、我が家で夕食。日本に来て、まだ3か月程度なのに、
日本語もよく理解し、箸の使い方も上手なのに驚くとと

もに、町を歩いている時も、看板のひらがなやカタカナ、
簡単な漢字を一生懸命読んで発音し、私に意味を聞いて
確認していたことを思い出し、日本のことを知ろうと一生
懸命勉強していることを実感し、逆に私たちももっと異
国のことを知る姿勢が必要と教えられました。彼らが今
後外交官として世界で活躍することを祈っています。　

（内田 滿弥）

関西国際センター
専門日本語研修・ホームビジット

12 /17
（月）

ガイアナってどこ？

　今回の防災ツアーは、ベトナム、イン
ドネシア、中国、インドの外国人２３名
と日本人スタッフ７名の総勢３０名が参加
しました。幼稚園児と小学生も参加した
賑やかなツアーになりました。今年初め

てお花見と組み合わせたことで、予定を大幅に上回る参
加人数に嬉しい悲鳴です。
　南海と JR を乗り継いで天王寺まで行き、まず阿倍野
防災センターへ向かいました。防災センターは現在大規
模改修中のため、見学・体験できる施設は限られていま
すが、映像による地震体験、消火器を使った初期消火体
験、電話で火事や事件を消防署に知らせる通報体験、
VR（バーチャルリアリティ）を活用した火災からの避難
疑似体験など、約１時間の盛りだくさんで有意義な体験
を参加者みんな楽しみました。特にVRはまるで本物の

火事の中を避難しているようにリアルで、横から火が噴
きだしたときなど、思わず大声を上げてしまうくらいでし

た。また電話での通報体験では、つまりながらも一生懸
命取り組んでいました。私たち日本人スタッフもほとんど
が公衆電話での通報は初体験で、外国人以上に興奮し
ました。次回は新しくなったセンター「防災タスカル」
へまた一緒に行きましょう。
　防災体験のあとはいよいよお花見です。天王寺公園「て
んしば」へ移動して、お昼ご飯を食べました。数日前の
暖かさはどこへやら、正に寒の戻りで寒さに震えました。
食事のあと「慶沢園」で再集合。九州や関東地方には
桜の開花宣言が出ていますが、大阪はまだもう少し先の
ようです。かろうじて一つ二つ花を咲かせている桜の木
はたった一本だけでしたが、美しい日本庭園にハルカス、
茶臼山の朱塗りの橋をバックにみんなたくさん写真を撮
りました。参加者全員からとても楽しく充実したツアーだ
ったと好評をいただきました。協会からは交通費の補助
もいただき、ありがとうございました。　　　（事業部会）

地球どんぶり
防災体験＆お花見
ツアー

3 / 24
（日）

▲阿倍野防災センターでの消化体験の様子

76

　２月１７日夕、泉州国際マラソン招待選手のユンジュ
ン・キムさんをホームステイゲストとして迎えました。私
達家族は以前サンフランシスコに住んだことがあり、当
地在住のキムさんとは初対面とは思えないほど話が弾み
ました。
　翌日は、来日前に友人に勧められたという「一蘭」の
ラーメンを是非食べたいという彼の希望で、大阪に出か
けました。昼食時だったこともあり、既に海外からの観
光客の長蛇の列。待つこと約３０分。念願のラーメンを
食べることができ、とても満足したとのこと。その後、
道具屋筋、黒門市場、法善寺、道頓堀等ディープな大阪

を探索。活気に満ち溢れる人々
や街並みにエネルギーを貰った
とのことでした。その晩はキム
さんの好物のお寿司でおもてな
し。ビールを飲みながら日本滞
在での感想を語ってくれました。
日本人の親切心、文化を大切
にする心等。特に、ごみがな
い道路、ホームレスを見かけな
いことなどは彼のサウス サンフ
ランシスコ市公共事業部長とい

う仕事柄、特に目に付いたのかもしれません。
　最終日の１９日はシャケ、卵焼き、海苔、納豆、味噌
汁の定番の朝食を済ませ、我が家で簡単な茶道体験をし
ました。吞み込みも早く、日本文化を大いに堪能したよ
うです。その後、水間寺、慈眼院、日根神社等を訪れ
ました。昼食後、荷造りが終わるともう出発の時間。短
いホームステイでしたが、何年も互いに友人であるかのよ
うに感じさせる３日間でした。キムさんを関空で見送り、
グッドフライトを願いながら帰路につきました。

 （大工ファミリー）

異文化理解講座
パプアニューギニア
＆バングラデシュ編
大塚　充 さん

KIX 泉州国際マラソン招待選手
ホームステイ受入
ユンジュン・キム選手（サウス サンフランシスコ）

〈日本語訳〉
 私が姉妹都市ランナー交流プログ
ラムの一員になれたことは幸運でし
た。私は2月14日から2月19日まで
岸和田を訪問しました。岸和田で文
化を学び、私の仲間たちと関係を築
いたことは、本当にすばらしく見識
に値する経験でした。岸和田市文

化国際課のスタッフは、感嘆するほど礼儀正しく親切でし
た。これは生涯の（忘れることのない）経験でした。 マラ
ソンはよく計画されていました。 たくさんの水やスポーツ
ドリンクの供給所があり、一般の人たちはすべてのランナ
ーを応援し元気づけていました。私は仏教寺院と神道神
社を訪問したり、日本料理を満喫する機会を持ちました。
コミュニティと文化は凄い！

泉州国際マラソンに出場して
岸和田市姉妹都市
サウス サンフランシスコ市公共事業部長
ユンジュン・キムさん
I was fortunate to be a part of the sister city runner exchange 
program.  I visited Kishiwada from February 14 to February 
19.  It was truly a wonderful and insightful experience to 
learn about the culture and establish relationships with my 
colleagues in Kishiwada.  The staff of Kishiwada City Cultural 
& International Affairs division were amazing, gracious, and 
kind.  This was an experience of a lifetime.  The marathon was well organized.  There were many 
water and sports drink stations and the public was cheering all the runners to keep their spirits up. 
I had the opportunity to visit the Buddhist temple and Shinto shrine and enjoy the Japanese cuisine.  
The community and culture are awesome! 
  　Eunejune Kim, Director of Public Works, City Engineer City of South San Francisco,
  　Department of Public Works.

永野岸和田市長を表敬訪問▲

　近年、国際化グローバル化の進展により帰国渡日の
児童生徒が増加している。岸和田市とて例外でない。
そこで当協会からの要望により、岸和田市教育委員会
では昨年度より「日本語指導補助員実施要領」を制定
し、日本語に大きなハンディのある彼らが楽しく安心
して学校で学習出来るように日本語補助員制度を発足
させた。現在、当協会会員３名が原則として週に１回、
市内 2 校に出向き取り出し方式のマンツーマンで支援
に当たっている。
　Ａ小学校では工夫を凝らした教材に基づき低学年複
数名を担当している。彼らは普通のクラス学習とは異
なる環境での学習に当初は戸惑い気味でした。又、正
に遊び盛りでもあり教室に入ってからも直ちに勉強開
始とはならない。先ず彼らを如何にして席に着かせる
か如何にして勉強するという雰囲気に持ち込めるか等
から始まる。そこで学習意欲を誘発する為に冒頭に「し
り取り」やカルタを行う事もあるが、最近では軌道に
乗りつつある。

　Ｂ中学校では 1 年生 3 名を対象とし「みんなの日本
語」を教科書とする。彼らは多感な思春期にあり多く
の面でストレスを感ずることも多いのか、時として情
緒不安定な面も見受けられるがサバイバル言語、生活
言語には全く問題はなく友達との交流や衝突もありコ
ミュニケーション言語は相当なレベルにある。我々が
接している児童生徒は純真真面目で友好的でもあり日
本文化に関心を示すこともあるのはうれしい限りです。
　彼らは社会的文化的、更には家庭的経済的な背景も
異なり来日時の年齢、家庭内言語や来日前の生活等一
人一人事情が異なる。学ぶための学習言語を習得する
には言語の基礎が必要で、それ無くして多面的な学力
は伸びず、本人の将来の選択肢も狭まり社会にとって
も損出です。我々は孫に接するかのような愛情を持っ
て彼らの健やかな成長を念じつつ各人の状況に応じた
きめ細やかな対応に心掛けている。

　（東田 和代、野口 礼子、奥野 藤樹）

AJT活動（市内小中学校での貴重な体験）
～岸和田市AJT制度への協力～

AJT って何のこと？

日本語がわからない外国から来た子どもたちに、
日本語のサポート、日本語教育をおこないます。
日本語サロンの子ども版です。
　※ALT（外国語指導助手）の造語。

Assistant  Japanese Teacher 

　当サロンの活動内容等を紹介し、ボラ
ンティアの皆様のご協力をお願いいたし
ます。

①所在地：JR 東岸和田駅山手、向か
　いの市民センター　4階（駐車場有、料金は協会補助）
②構成内容：ボランティア17名
　（内男性 4名はお年寄り　女性13名は美人揃い）
　サロン生は 17名　男性 4名、女性 13名
　　中国、台湾、ベトナム、フィリピン、ネパール、
　　スリランカ、タイ、アメリカ、コンゴ、チェコ、
　　アフガニスタン
③集会内容
我がサロンはお互い無理をしないで楽しみながら遊
びながらの自然習得を旨とし、マンツーマンを原則
としながらも、時にはお互いの長所欠点を生かし補い
汗を流すだけで、日本語や日本文化習慣、行政機関、
医療機関対応等、ボランティアの個性でサロン生と楽

しんでいます。先輩のアイデアは頂きますが、こうしろ！！
と命令する怖い人はいません。
④今後の課題
先ず我々の意に添わずとも、サロン生が自由に楽しく参
加出来る集会場になる事。当サロン内での 1 年に 1 回
位の意見交換。我がサロン卒業生が世界の中で貢献活
躍が出来る事を期待したいと思います。
⑤今後への希望
今後益々、他国からの友人が増える中、更なるボラン
ティアの方々がサロンに参加し、（特に 1：30～ 3：
00 昼間開催の当サロンへの参加歓迎）誰かが喜んでく
れれば、幸になってくれればとの簡単な精神で出会いを
楽しみにしています。　　　　（東岸和田日本語サロン）

日本語サロン便り　
東岸和田日本語サロン編

11/23
（祝）
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　ベロニカさんはメキシコ系アメリカ人でシアトル出身、
フェンさんは日系中国人で大連出身です。お２人の出会
いは大阪で、観光関係の仕事をしていたフェンさんが、
友だちと一緒に観光で来日していたベロニカをあちらこ
ちら案内してあげたのがきっかけです。そして１年後晴
れて結婚することになり、フェンさんの仕事場が岸和田
市内ということもあって、岸和田に住むようになりまし
た。そして第１子女の子にも「春嘉」ちゃんと日本名を
付けました。

　フェンさんは九州大学に留
学して日本歴史を専攻したと
いう頭脳明晰な方です。日
本語は非常に堪能です。座
右の銘は福沢諭吉が「学問

のすすめ」で書いた有名な一節「天は人の上に人を造ら
ず、人の下に人を造らず」です。生来、人間はすべて
平等であり、貧富・家柄・職業・社会的身分によって
差別されるべきではないという言葉に魅せられ、LINE
トークの自己ＰＲにも使用しています。
　ベロニカさんは子育てに追われ忙しい日々を過ごして
います。フェンさんが休日の日には赤ちゃん用品専門店
やスーパーマーケットへ食品を買いにドライブに出かけ

るのを非常に楽しみしています。近々シアトルと大連から
双方の両親が初孫に会いに岸和田へやって来るそうで、
その受入準備におおわらわですが、大変うれしそうです。
　おふたりのコミュニケーションは、英語、日本語、中
国語、スペイン語というマルチ言語ですが、生活するた
めには、やはり日本語が大切ですので、できるだけ日本
語で話すよう努めています。ベロニカさんは友人も通って
いる和泉市にある日本語サロンで、春嘉ちゃんを連れて
週２回通っていますが、漢字はなかなか覚えられません。
　岸和田での生活は快適です。日差しが強くない時は、
できるだけ春嘉ちゃんを乳母車に乗せて散歩するようにし
ています。岸和田人はとてもフレンドリーで気軽に話しら
れ、何でも親切に教えてくれます。ただ諸々の行政手続き
に四苦八苦していますが、ハンコを押すのが好きです。

　　　　　　　　　　　　　（塩屋　裕）

岸和田に暮らして ...
　かつては外国の街、岸和田も、住めば都となり今は自分が暮らす我が街岸和田。
そんな国際色豊かな ifa-きしわだの心強いサポーターでもある皆さんに、自分史や
岸和田での暮らしについてお話いただいています。

Living in

KISHIWADA
第 28回

第28 回は
ベロニカ  ゴンサレスさん （アメリカ）
フェン ヤマナカさん （中国）

▲ケリー公園からシアトル夜景▲大連　星海広場

■異文化理解講座
　【と　き】　２０１９年５月１２日（日）１３：００～１５：３０
　【ところ】　マドカホール　３Ｆ視聴覚室
　【講師・講題】
　　小笠原 理恵　大阪大学大学院人間科学研究科　助教
　　　　　　　　 ユネスコチェア設立準備委員会事務局
　　～日本の常識、世界の非常識！？～
　　「多文化社会における医療を考えよう」　
　【申　込】　５月７日（土）より先着順に３０名まで事務局
　　　　　　にて受付。詳しくはチラシをご覧下さい。

■English Open Café
　各国のゲストを招き映像を使いプレゼンいただき交流します。
　進行は全て英語で行います。
　　【と　き】　9月以外の第３土曜日１３：３０～１５：３０
　　【ところ】　マドカホール　３F 視聴覚室
　　　　　　　＊申込なしでどなたでも参加いただけます。

内田満弥・大塚 洋・塩屋 裕・西村紀子・三森すみ代
お問い合わせや感想などは事務局まで TEL&FAX （072）457-9694

編集担当No.119

■２０１９年度総会
　【と　き】　２０１９年４月２７日（土）１３：３０～１６：００
　【場　所】　浪切ホール　４F　交流ホール
　　Ⅱ部　琴伝流大師範　橋野澄子門下生　『大正琴演奏会』
　　　♪懐かしい曲からポップ♪までお楽しみいただきます
　　　＊詳しくはチラシをご覧の上出欠は同封の葉書でお願いします

■Mixed Roots
　外国にルーツを持つ子どもの生活支援や学習サポートを
　行います。ボランティア及び該当者を募集します。
　　【と　き】　第２・４土曜日１３：３０～１５：３０
　　【ところ】　マドカホール　３F　視聴覚室

■英語クラブ、KIMONOクラブ生随時募集
　自分の意見が言えるのを目的にした「カンガルークラブ」
　　第１・３水曜日　１０：００～１２：００
　初級英語クラブ　　　　第１・３土曜日　１０：００～１２：００
　中級英語クラブ「あすなろ」第２・４土曜日　１０：００～１２：００
　KIMONOクラブ　第２・４土曜日　１３：３０～１５：３０
　　＊クラブ費は、何れも月１，０００円、無料体験の上受講ください
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　２月１７日（日）の本番を控えた１５日（金）
浪切ホールにて，岸和田市姉妹都市の招待
選手・随行員の歓迎交流会が岸和田市国際
親善協会、岸和田市日中友好協会、岸和田
市日韓親善協会共催で催されました。アメリ
カ合衆国 サウスサンフランシスコ市 ユンジュ
ン・キムさん、大韓民国 ソウル特別市永登
浦区 キム・ジニさん、キム・ヒョンジュンさん、
随行員 シン・ウンギョンさん、４名を含め４
６名の参加者でした。
　ビュッフェスタイルの豪華なメニューに舌つ
づみを打ちグラスを傾けながら、選手歓迎交
流会の会場は一気に盛り上がりました。選手
たちは各テーブルを回り、出席者との記念写
真や激励の言葉を受け、それぞれ出走に挑む
固い決意を語ってくれました。「伝統ある KIX
泉州国際マラソンと岸和田市の姉妹都市プロ
グラムに参加することができ、嬉しく楽しみ
に思っています。」、「良い思い出になるように
最善をつくします。」。「ベストコンディション
なので、自己最高記録を出し、来年もぜひ参
加できるように頑張ります。」
　当日は晴れ１０℃と絶好のマラソン日和とな
り、スタート地点の浜寺公園は 6,000 人以
上のランナーで埋まりました。市長をはじめ

岸和田の皆が消防署
岸城分署前で大声援
を贈り、招待選手の
皆さんは次 と々元気よ
く通過して行きまし
た。ゴール間近の橋
はランナーたちにとっ
て厳しいものがありま
すが、走りながら田
尻スカイブリッジからの景色も楽しんだとのこと、
そして無事ゴールしました。全員完走という立派な
結果となったことを心からうれしく思います。
　３選手には今後とも岸和田市姉妹都市の交流ラン
ナーとしてご活躍されることを切望いたします。（関
連記事５頁）　　　　　　　　　　　　（広報部会）

岸和田市国際親善協会

Since 1989

第２６回
ＫＩＸ泉州国際マラソン
選手歓迎交流会 2/15（金）

2019 年

▲写真左から ユンジュン・キムさん
キム・ジニさん
キム・ヒョンジュンさん
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岸和田市国際親善協会が
作成した防災ハンドブック。
無料で協会事務局にて配布
しています。ご希望の方は
協会事務局
TEL. 072-457-9694
までお問い合わせ下さい。

無料配布中


